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附属図書館へルン文庫前壁面に

一一一 教育 学 部丹 羽 教授 の 制作 一一一

こ の ほ ど， 附属図書館 本館 の 2階の 「ヘ ル ン 文 庫 」
入口前の壁面 に ， フ レ スコ壁画が据え付け ら れま し た。

（表紙写真 ）
こ の壁画 は ． 本学教育学部丹羽洋介教授 （担 当 学 科

目 絵 画 ） の 制作 に よ る も の で ． へjレ ン 文 庫 の 前壁面
と い う 環境 に ふ さ わ し い 知 的 で落 ち 着 い た 装飾 を と の
思 い か ら ， 「怪談 J の 著 者 と し て だ け で な い ， ヘル ン
の 深 遠 でユニ ー ク な 思想 （ ヨ ー ロ ッ パ と 日 本文 化 の融
合 し た ） と そ の 生き方が， 視 覚 的 に美 し く 表現 さ れ て

企 壁画「輪廻」の完成で一段と格調高くな っ たへ
ルン文庫前ロビー

います。
縦 204 cm ， 横397cmの こ のプ レ スコ壁画 に は ． ヘ ル ン

にまつわ る 「耳無芳 一 の話 J . 「ギリシャ神殿J . 
「松 江 の 旧 居 」 な ど大 小 25の 事 象 が鮮や か に描 か れ ．
附属図書館 2階のヘル ン 文庫前の ロ ビ ー の 格 調が一段
と グ レ ー ド ア ッ プ し た 感じで． 附属図書館 利 用 者 の 目
を大 い に 楽 しませて く れ て います。

ち なみ に ， 本学ヘノレ ン 文 庫 に は ， Lafcadio Hearn 
（ 日 本 に 帰化 し て 小 泉八雲 と 称 す。 ） の 所蔵 し て い た
洋書2,069冊， 和漢書364 冊及 び 「神 国 日 本 」 の 手 書き
原稿1, 200枚 （上下 2 冊 ） ， 合 計 2,435 冊 が 収蔵 さ れ て
います。ヘノレ ン の蔵書 が こ れほ ど大量 に 収 め ら れ て い
る 文庫 は他 に な く ． ヘノレ ン研究 に 寄 与す る と こ ろ は非
常 に大き い も の があ り ま す。

J,. 壁画によ っ てヘルン文庫の存在がも っ と知られ
親 しまれるよう願 っ ていると語る制作者の 教育
学部丹羽教授

な お ， プ レ ス コ やモザ イ ク な ど伝統的壁画技法 を 研
究 さ れ， 実制作を通 し て 学内外で 文化的環境づ く り に
取 り 組まれ て い る 丹羽教授の 本学キャ ン パ ス 内 の 作 品
と し て は ． こ れまで

① 工学部管理棟正面玄関 ホ ー ル壁面 の 「無限 の 創
造」

② 工学部福利厚生棟喫茶室壁面 の 「三美神」
③ 教育学部玄関壁面 の 「生命 の樹J
④ 人文学部語学文学科教棟玄関 ホ ー ル壁面 の 「思

索 の森 J の 4 大作があ り ． こ れ に 次 い で ． 第 5
番目 と し てこの た び， 附属図書館 2階ヘノレ ン文庫 入口
前壁面 に 「輪廻 J が完成 し た こ と に な り ますが ， 更 に
キャ ン パ ス の何処 に丹羽教授の次の壁画が 出 来上 が る
か． 今後の楽 し み と な っ て います。

-3-



平成 2年 12月発行 学

一一 平成2年度東日本地区

報 第321号

去る 10月 1日（月）' 2日（火）の両日， 文化庁， 富
山県教育委員 会． 富山大学， 富山市教育委員 会の共催
で， 平成 2年度東日本地区 国語問題研究協議会が本学
を会場に開催されました。

企 本学黒田講堂で行われた開会式

9:009:3010:00 11 : 0 0 12:0013:00 1 6目00 16:30 

開
会
式

受

付

第

日

この協議会は ， 我が国の国語をめぐる 諸問題を取り
上げ． 改善の方策等について研究協議し， 国語に関す
る 関心を高める とともに国語施策の充実に資する こと
を目的に， 東日本地区 23都道府県を参加範囲として年

1回各県持ち回りで開催されています。
今年度は． 富山県が当番県と なり鋭意開催準備が進

められ， 新装なった 本学 黒田講堂を主 会場と し． 部 会
の会場等を教育学部 に置き． 次の日 程で協議が行われ
ま した 。

国語施策の改善に

｜「美しく豊かな言葉をめざして」

｜
昼

ついての説明 ｜ 
（
質疑応答） ｜

（ ビデオシリーズの紹介と上映）

｜

食

部 会 協 議
打
合
せ

9: 0 0 9・30 12:00 13:00 15:3016:00 14:00 

第！受

日｜付
部 会 協 議

昼

食

全 体 協 議
講 演 ｜閉

「言語生活の設計と課題」
｜
長

企 国語施策の改善について説明する文化庁国語課
七五三掛課長補佐

本協議会には， 学校の教職員 等で国語の指導に関係
のある者． 社会教育・報道・ 出版等関係者で国語に関
する 諸問題に関係のある 者並びに国及び地方公共団体
の職員 で公文書の作成に関する 指導または広報資料の
作成に携わる者， 約 25 0 名の参加が あり ， ①「現代仮
名遣いJ について， ②「常用漢字表」について． ③外

来語の表記について， ④ 社会生活における 国語をめぐ
る諸問題についての4主 題に関して， 部 会・全体協議
を通 して熱心に協議されました。
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本学当番で

平成2年度15大学事務局長会議が
開催される

去る11月 1 日（木） ' 2日（ 金）本学 が当番大学 とな
り． 平成 2年度15大学 事務局長会識が本学 事務局会議
室において開催されました。

この会議は． 国立大学 で夜間 の 課程文は夜間主 コー
スを置いている15大学 の事務局長が構成員となって．
年 1回共通する問題について協議が行われるものです。

ア -..,;· ，，， 毒，，＿’ 即時司、品 料語審 F、 摂理罰則
... 本学勝山事務局長を議長に突っ込んだ意見交換

が行われる

今 年度の会議は． 大井学 長の歓迎の挨拶に始まり，
「修士課程の昼 夜間講制における問題点について」 を
協議題として会議が行われました。昭和 63年 12月の大
学 審議会答申に基づく大学 院設置基準の一部 改正（平
成元 年文部 省令第34号） に伴い． 大学 院制度の弾力化
が図られたことを踏まえて． 各大学 の研究科の実情が
紹介され， ① 社会人を積極的に受け 入れるための 入学
者選抜 方法 ②昼 夜間講に伴うカリキュラム履修の方
法と研究指導体制 ③管理運営等の問題点 について

情報交換及び意見交換が行われ． 今後に資するこ とに
なりました。

また， 会議後， 秘境黒部峡谷の探勝と黒四の地下発
電所の見学 をし， 富山を後にされました。

なお， 会議の構成大学は次のとおりです。
室蘭工業 大 学 大阪外国語大学
山 形 大 学 大 阪教育 大 学
福 島 大 学 神 戸 大 学
千 葉 大 学
電気 通信大 学
横浜国立大 学
富 山 大 学
名古屋工業大学

岡 山 大 学
広 島 大 学
愛 媛 大 学
九州工業 大 学

（ 以 上15大学 ）

... 事務局玄関前に勢揃い し記念撮影する出席大学事務局長
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（ 入学者選抜試験に関して ） 

高等学校長協会と大学と の懇談会 ｜ 

平成 2年度高等学校長協会と大学 との懇談会が去る
10月 2日（火）午後 2時から本学 事務局大会議室にお
いて開催されました。

この懇談会は， 入学 試験に関して． 富山・石川両県
の高等学校長と大学 が懇談するもので， 両県高等学校
長協会から27 名が 出席され， 本学 からは， 学 長・学 生

部 長・各学部 長・教養部 長が 出席し， 懇談が行われま
した。

懇談会では． 学 長の開会の挨拶に始まり． 平 成 3年
度入学 試験の概要について説明を行いました。 引き続
き． 高等学校側からの質疑要望事項に対して大学 側か
ら説明する とともに， 大学 側からの要望事項に対して
高等学校側から説明がありました。 また， 特に平成 4
年度入学 試験から導 入することになった分 離分 割方式
に対する要望も 出され， 種々意見の交換が行われ． 有
意義な懇談会となりました。

報 第321号

高等学校進路指導担当教諭と大学との懇談会 ｜ 

また ， 去る 11月 16日（金）午後 1時 30分から富山大
学 黒田講堂会議室において． 平成 3年度富山大学 入学
試験に関する高等学校と大学 との懇談会が開催されま
した。

この懇談会は， 高等学校の進路指導担当教諭に本学
の 入学 試験等についてより一層理解を深めていただく
た め毎年開催しているもので． 県内から47 名の教諭の
参加があり， 新た に導 入された 推薦入学 の実施方 法等
について， 熱心に懇談が行われました。

企 進路指導担当高校教諭と熱心な質疑が交された
懇談会 （平成2. 11. 16. 黒田講堂会議室）
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好評を博した共済組合主催事業

平 “地引き網”と “美女平ハイク”
平成 2年 度文部 省共済組合富山大学 支部 の主 催事業

として， このたび， 「地引き網」と「美女 平 ハイキン
グJが実施され， 参加された教職員 とその家族の皆さ
んには， 行楽の秋を十 分 満喫され楽 しい思い 出となり
ました。

〔地引 き 網〕

（期 日） 平成 2年 1 0月 7日（日）
（場 所） 松田江浜海水浴場（氷見市）
（参加人数） 教職員 及びその家族合わせて80 名
（日 程） 7 : 00 集 合

7 : 1 0  地引き網
8 : 30 大漁鍋

1 0: 30 後片付け
1 0: 45 解散

・1�－－ � 
他 大漁鍋に満足 して

砂
大勢のチビッコの
参加で盛り上がつf
た地引 き 網 を終え
て全員で記念 の ス
ナップ

談笑する参加者

“地引き網” は昨年 に次いで 2度目の実施で． 参加
者がかたずを呑んで見守る なかを引き上げられた 網に
は． 小鯛や細 魚が持ち 帰りできる ほど大漁に獲れ， 一
同歓喜の声を上げま した。 早速， 参加者の協力により
活魚を料理 し「大漁鍋」がつくられ， 細 魚の刺身とと
もに車座になって腹一杯賞味 し ， 早朝の集 合で多少寒
かった朝も， 解散時には大漁鍋で暖まった身体に満腹
感が漂い． 心地よい気分に漫りながら地引き網の醍醐
味を味わっていま した。

〔美女平ハイキング〕

（期 日） 平成 2年 1 0月 2 1日（日）
（場 所） 美女 平 探鳥コース
（参加人員 ） 教職員 及びその家族合わせて40 名

砂
美女平探鳥コースの散．
策に感激 した参加者全
員で記念のスナップ

（日 程） 8 4 0  
9 : 1 0  
9 17 
9・ 30

1 2: 30 
1 3: 4 0  
1 3・47

立 山駅集 合
庁 発（立山ケープノレ）

美女 平駅着（ II ) 
美女 平 散 策
昼食
美女 平駅発（立山ケープル）
立 山駅着（ II ) 

1 3・ 5 0 解散
当日は， 絶好の好天に恵まれ標高1, 000 mの美女 平

は紅葉のピークで， プナ， トチ， ナナカマ ド等の原始
林の紅葉と立山杉のコントラストは素晴ら しく． 参加
者一同大自然の偉容さに深い感銘を受けま した。

美女 平探鳥コースは． 立山の諮岩台地弥陀ケ原高 原
の最先端にあって， 全国森林浴の森百選 に選 ばれた 神
秘の森で． この原始林をすみかとしたオオ ノレリ，コマ
ドリ， キビタキ ，ウグイスなど6 0種類を超す野鳥の観
察ができます。

登山道を一歩 入った探鳥コースの散 策では， 同行 し
ていた だいた 富山県自然解説員 （ナチュラ リスト）
長谷川 貢氏（北日本新聞 社勤務）の懇切・丁寧な解
説のもとに． 黄色く紅葉 したプナと真紅に紅葉 した ナ
ナカマ ドが混在 する 大原生林の中， 野鳥のさえず りに
耳を傾け約 2時間 30分かけて ゆく秋を十 分満喫 しま
した。

また． この「美女 平ハイキング」には， 本学 職員 山
岳班の協力も あり心地よい秋風に汗した後， 収穫 した
とけ汁で昼食をとり． 参加教職員 の親睦と親子の触れ
合いを深める 絶好の機会となりました。 そ して， 立山
の大自然の壮大さに感嘆させられた一日でした。
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黒田講堂会議室を会場に

幸B 第321号

平 成 2年度富山大学 公開講座「激動の世界一ソ連・
東欧を中心にーJが 9 月 22日を皮切りに11 月 24日まで
の毎週土曜日（祝日を除く）の午後， 黒田講堂会議室
において実施されました。

ソ連・東欧の激動とそれが与える日本を 含む 世界中
への影響については， 昨 年来毎 日といって良いほどニュー
ス等で取り上げられていますが． そのソ連・東欧にお
ける改革とその意味を9回にわた る本講座の中で8人
の講師の方々が各自の 専門分野からの視点一歴史， 政
治， 経済． 文化等ーで懇切・丁寧かつ熱心に解説され
ました。

受講者も様々な 経歴・職業から近年まれにみる人数
が集 まり（受講申込者数 62 名 ）その真筆な受講ぷりか
ら， 取り上げた テーマに対する問題意識の 高さが感じ
られました。

なお. 9日間 にわた って実施された 受講内容は次の
とおりでした。

企資料をふんだんに使つての丁寧な講義（教育学部遠藤助教授）

企 静かなそ して熱気のこもる受講風景

回数 期 日 講 座 題 目 講師氏名 所属・職名

9月22日（土） ペレストロイカーその現状と歴史的意味一 藤 井 一 行 人文学部教 授
2 9月29日（土） ソ連型社

会
主義と民主主義 大 薮 龍 介 教養部教 授

3 10月6日（土） 「ソ連型， 経営管理方式」の功罪 森 岡 裕 経済学部助教授
4 10月13日（土） 社

会主義下の芸術の潮流 遠 藤 幸 一 教育学部助教授
5 10月20日（土） 生活の豊かさを考えるーチェルノプイリから見えて 淡 川 典 子 教育学部助教授きたもの一
6 10月27日（土） ユダヤ文学の故郷としての東欧 大工原 ちなみ 人文学部助教授
7 11月10日（土） 東欧問題と民主主義， 人権 篠 原 巌 経済学部助教授
8 11月17日（土） ソ連・東欧の変化とアジア 立 川 健 治 教養部助教授
9 11月24日（土） パネルディスカッション 講 師 全 員

nRU
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文部省永年勤続者の表彰

文部 省永年勤続者として， 次の方が表彰され． 平成2 年 11月2 7日（火）午前 11時45分 から学 長室において． 大井
信一 学 長から表彰状が伝達されました。

20年勤続表彰 附属図書館事務長 森 慶二

企 大井学長から表彰状の伝達 を受ける
附属図書館 森 事務長

<J冬期積雪時における構内交通k
規制に協力を／／ v 

今年は暖冬とはいえ． 厳しい冬将軍がいつ到来しても おかしくない季節となっています。
ついては． 本学 五福地区 構 内における 冬期積雪時の交通規制が ， 次のとおり定められていま すので

十分 注意して， 規制に支障を来さないよう御協力願います。
1. 冬期積雪時． 特に大雪 注意報が発令される と予想される 場合は， 車両による 通勤通学 は自粛
するものとする。

2. 車両の駐車は， 除雪の支障にならないよう 注意する。
3. 大雪及び 除雪作 業等で車両の 入構を規制した り． 禁止した りする 場合は， 掲示する。

4. 積雪時は， 各部 局前の外来駐車帯に車両を駐車させる ことができる。
5. 夜間 は， 管理・研究教育等に従事する者及び夜間主コース学生等 以外は構 内に車両を駐車さ

せる ことができない。 また， 降雪時においては， 翌日にかけての駐車は原則として認めない。
6. 除雪の際， 障害となる 車両は移動させる が． その場合に損傷が生じても大学 はその責任を負

わなし、。 また ， 車両の 除去のた めに費用が必要となる 場合の費用は． 当該車両を所有する 者の
負担とする。

以 上

- 9 -
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相次いで

報 第3 21 号

4砂 く〉学術講演会が開催されるく〉 4砂

（ 理学部学術講演会 ） 

富山大学 園際交流基金により． シカゴ大学化学 教室
（字宙物理学 教室併任） 阿 武史教授を去る 9月 9日

から1 3日まで本学 に招へいし， 学 術的な論議・講演並
びに研究指導をしていただきました。

同教授は． 東京大学 大学 院博士課程を修了された後．
約 3 0年間 海外で活躍されている レーザー分光学 ・電波
分光学 の世界的リーダーの一人です。

講演会は， 去る 9 月1 0日（月） に理学部 2号 館 第 10
講義室において 「分子イオンのレーザー分光・実験室
及び木星イオン層のプラズマJと題して行われ， 学 内
の教官． 学生の他学 外からの参加者を 含め約70 名が出
席しました。

同教授は， Htイオンの赤外 スペクトノレをレーザ一
分光で観測する ことに成功して分子イオン研究の新分
野を開拓されましたが 講演の内容はHtイオ ン研究
の動機． 分光装置の組み立てから始まり成功に至る ま
で数年間 の 経緯， この分子が観測された後での字宙空
間 での探索． それが木星のイオン層に見いだされる ま
での顛末． これらの仕事の意義や今後の見通しについ
てでした。

講演は日本語でなされ． ユーモアある 親 しみ易い語
りロで展開された科学の最前線に多くの者が引きずり
込まれ． 深い感動を与えられました。講演後は． その
余韻を惜しむ かのように活発な質疑応答がなされまし
た。

（理学部 ）

（ 人文学部学術講演会 ） 

去る 11 月 1 日（木）人文学部 122番教 室において
「死の意識と物語jと題して 中央大学 文学部 教授
丸山 圭三郎先生による 学術講演会が開催されました。

先生は， 東京大学 大学 院文学 研究科修士 課程を修了
後．コーネlレ大学 大学 院博士課程に進まれ， ソシュー
ル言語学 を中心に研究， 今日では文化論． 人間 論， 生
命論と多彩な思想を形成， 言語哲学 分野の第一人者と
して活躍されています。

講演では， 人間 の歴史のなかでく死の意識〉がどの
ように捉えられている かについて語られました。

古今東西〈死〉が最大の関心事のーっとなっていた
奇妙な動物， 人間 とは何か。わたしたちが持つ死の不
安には， 犬や猫と共有する 本能的恐怖以上のものが 含
まれている。 〈ホモ・モノレタリス〉とは． 言葉によっ
て世界を文節し意味づける くホモ・ ロクエンス〉のも
う一つの呼び 名である 。

く死の意識〉の歴史を， 死の心性史という。 例えば
Ph・アリエスの諸著作は ネアンデルターノレ人の普
から「死者を埋葬する 唯一の動物J人間 の歴史的文化
を明らかにしている 。そして， 人々は多くのく死の物
語〉を書いてきた。そのうちのく科学 という物語〉だ
けに特権を与えてはならなし」物質文明がその極みに
達した現代においてこそ， 「く人生の愛〉とは生 活の
享受を意味する のではなく， 死を包みこむ生を愛 する
ことである 。人聞は死への自覚をもって自らを不死た
らしめる」といったハイデガーたちのく哲学 という物
語〉の意味を問い返すべきであろうという。

以上のように， われわれ人間 にとって根源的な問題
について． 格調高い語り口でおよそ 2時間 にわたって
講演され． 聴衆に深い感銘を与え， 盛会裡に終わりま
した。

（人文学部 ）

nu
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（ 理学部学術講演会）
去る 1 1 月 8 日（木） ， 理学 部 2号 館第1 0講議室で京

都大学 薬学 部教授 町田 勝之輔先生による 講演会が
『分子内ポテンシャノレと 赤外・ラマンスベクトル』の
題目で開催されました。

講演は， 分子の構造を原子一 原子のポテンシャノレか
ら検討する “molecular mech anics ”と 呼 ばれる 分
野に関するもので． 約80 名の教官・学生の方々が出 席
しました。

講演では， この分野への振動 スペクトノレの応用を，
最近 の鎖状分子での研究成果を例にして紹介されまし
た。 特に， 先生が独自に考案 された “双極子一双極子
などの相互作 用を導 入したポテンシャル”を用いると
赤外・ラマンスペクトルの強度がうまく説明できるこ
とを示され， 出 席者一同大きな感銘を受けました。

（理学 部）

A 21世紀の新素材「超伝導」について

講演する名古屋大学工学部前川教授

報 第3 21号

（ 教養部学術講演会 ） 

21 世紀の新素材と してその地位が約束されている 材
料の一つが酸化物高温超伝導体で、しょう。 超伝導体現
象は， 古典力学 では説明できず量子力学 を必 要と し，
その理解は必ずしも容易ではありません。

名古屋大学 工学 部応用物理学科教授の前川禎通理学
博士は物性理論を専門とし， 酸化物高温超伝導の発現
機構解明の研究に精力的に取り組んでおられますD

同教授に． 教養部の理工系学生を対象に「超伝導 入
門Jと いう演題で特に依頼して． 平 成 2年1 1 月 20日

（火）教養部 2番教室で講演会が開催されました。

講演は， まだ研究段階ではある が， 将来超伝導が利
用される 分野一一例えば． 磁気浮上列車等 一一一の紹
介に始まって， 実際に 社会に超伝導が利用され役立っ
ている 医療器機一一核磁気共鳴断層装置， MRI－ー
に至って， 学生達に超伝導利用の素晴らしさを認識さ
せました。 その後， 超伝導発現のメカニズムについて
量子力学 をかみくだいて判り易く講演され， 学生達に
感銘を与え ました。

講演終了後も． 教養部物理学 教室で休んでおられる
同教授に， 学生達が押しかけ活発な質疑応答が行われ
有意義な講演会と なりました。

（教養部）

〈 ヰ
ヰ
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人 事 異 動
＂＂＂包泡－·

異動区分 発令年月日 氏 名 異 動前の所属官職 異 動 内 』廿』

採 用 2 9 .  3 大嶋 主悦 技術補佐員（経理部主計課）

II 久保 哲 ／／ ／／ 

II 浅野 一夫 II ／／ 

／／ 津田 明彦 II II 

／／ 伊藤 克江 事務補佐員（附属図書館）

／／ 太田 茂徳 ／／ II 

II 林 敏和 II II 

2. 10. 1 吉田 俊則 助教授（教養部）

II 水谷 秀樹 講 師（ II 

昇 任 2. 10. 1 松｝｜｜ 滋 助教授（筑波大学社会工学系） 教 授（経済学部）

II 坂井 純一 II （工学部） II （工学部）

II 畠山 豊正 II II II ／／ 

II 海老原直邦 II （教養部） ／／ （教養部）

” 諸橋 昭一 助 手（工学部） 助教授（工学部）

／／ 大川 信行 講 師（教養部） II （教養部）

／／ 飯野 正幸 助 手（経済学部） 講 師（経済学部）

休職更新 2. 9. 13 大杉 」空匝� 文部事務官（教養部） 休
新

職
す

の
る

期間を平成 3年3月12日まで更

併 任 2. 9. 30 吉原 節夫 教 授（経済学部） 経済学部長・評議員（～4. 9. 29) 
採 用 2. 10. 16 加藤久美子 文部事務官（庶務部人事課）

2. 11. 1 松田 信和 ／／ （経理部主計課）

昇 任 2. 11. 1 長谷川 隆 講 師（経済学部） 助教授（経済学部）

退 職 2. 11. 1 浦山キクイ 臨時用務員（教育学部作業員） 平成2年10月31日限り退職した

併 任 2. 10. 16 加藤久美子 文部事務官（庶務部人事課）
北
務

陸
係

先
（
端～科

3.
学
3.
技
31
術
） 大学院大学総務課庶

昇 任 2. 12. 1 松本 修一 文部事務官（庶務部庶務課） 庶務部庶務課学事調査係法規主任

II 朝野 真 II （庶務部人事課） 庶務部人事課給与係給与主任

II 佐藤 j享 II （経済学部） 経済学部会計係用度主任

転 任 2. 12. 1 佐々木和男 助教授タ（富ー山医科薬科大学実験実習機 助教授（工学部）器セ ン ） 
退 職 2. 12. 1 浦山 清忠 臨時用務員（教育学部作業員） 平成2年11月30日限り退職した

職務命令 2. 12. 1 松本 修一 文部事務官（庶務部庶務課） 庶
ず

務
る

部庶 務課学 事調査係法規主任を免

II 朝野 真 λy （庶務部人事課） 庶務部人事課給与係給与主任を免ずる
／／ 佐藤 淳 ／／ （経済学部） 経済学部会計係用度主任を免ずる

円ι
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平 成3年度

富山大学学生募集要項の発表

本学は、平成3年度富山大学学生募集要項を去る11月14日制に発表しました。その概要は次のとおりです。

1 . 募 集 人
員

学部 学科・課程（専攻教科 ）・コー ス 募
入

集
学

人員 備 考（ 定員 ）
人 文 人 文 学 科 9 5  推薦入学(10 名程度 ）及び帰国子女・社会人特 別宝ロ玉ロ 学 文 学 科 9 5  学部 言十 190 選按（ 若干名）を 含む。

小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 
中学 校 教 員 養 成 課 程

教 ｜国語 社会
保
数学 理科 ｜｜ 50 音楽、美

技
術、 健体育、

育 家庭、 術、英語
養護 学 校 教 員養成 課 程 20 

学 幼稚園 教 員 養 成 課 程 30 
情 報 教 育 課 程

部 l教 夏情 報コ ー ス、l 40  
環 情 報コ ー ス

計 2 40 
経 昼 間 主 経 済 学 科 （注2 )1 4 4 推薦入学（30 名以内 ）及び帰国子女 特 別選抜（ 若経 営 学 科 12 4 

済 コ 一 ス 経営法学科 102 千名 ）を 含む。
学 夜 間 主 経 済 学 科 20 推薦入学（20 名程度 ）及び社会人特 別選抜（20 名
部 経 営 学 科 20 程度 ）を 含む。コ 一 ス 経営法学科 20 （注1) 言十 430 

数 学 科 （注2 ) 43  推薦入
）
学
を 含
(6 名以内 ）及び帰国子女特 別選抜（ 若

干名 む。
理 物 理 学 科 47  定

別選
員
抜

一 部
（

留
若

保 第2次 募
含
集(12 名 ）及び帰国子女 特

干名 ）を む。
学 化 学 科 43  帰国子女 特 別選抜（ 若干名）を 含む。

生 物 学 科 3 5  帰国子女・社会人特 別選抜（ 若干名 ）を 含む。
部 地 球 科 学 科 32 定

選
員
抜

一 部
（

留
若

保 第2次
含
募集（ 5名 ）及び帰国子女 特

別 干名 ）を む。
計 200 

電 子 情 報 工 学 科 132 推薦入学(19名以内 ）を 含む。
工 機械シ スァム工 学 科 101 推薦入学(1 5名以内 ）を 含む。
学 物 賀 工 学 科 83 推薦入学(12 名以内 ）を 含む。
部 化 学 生 物 工 学 科 86 推薦入学(12 名以内 ）を 含む。

言十 402 
総 5十 1 462 

（注） 1 経済学部 の 「昼間主コー ス」と は，主 として昼間 の授業を 履修するコー スであり， 「夜間主
コー スJと は．主 として夜間 の授業を 履修するコー スで ある が， 修業年 限はと もに 4年である。

2 募集人員の増員について

本学は上記 募 集 人員 について増員（ 経済学部 経済学科 「昼間主コー ス」1 5名， 理学部 数学科
10 名 ）を 計画している。

平成 3年度予算の関係で現在 は未定で あるが， この詳細 は政府予算案 の決定後（平成 3年 1
月頃） 発表 する予定 で ある ので 注意すること 。

円。－ai
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2 . 出 願 期 間

品�→ー 報

平成3年1月 2 2日（火）から1月31日まで。 （期間内必着）

受付は午前9時から午後5時まで。 ただし 土曜日の午後及び日曜日は受け付けない。

第32 1号

なお， 郵送の場合， 1 月 29日（火 ） 以前の 発信局消印のある 書 留速達郵便に 限り． 出願期間 後に到着しでも 受理
する。

3. 入学者の選抜方法
入学 者の選按 は， 大学 入試センター試験， 本学 の個別学 力検査等， 調査書及び健康診断を総 合して行う。
ただし． 経済学部 「夜間 主コース」 入学 者の一般選抜 は． 大学 入試センター試験， 調査書及び健康診断を総 合し

て行う。

(1) 2段階選抜 について
ア 2段階選披は， 原則として行わない方針で ある。

しかし， 志願者数が定員 の 8倍を超えた学部 （ 経済学部 「夜間 主コー ス」を除く。 ） においては． 大学 入試
センター試験の成 績に基づき行うことがある。

イ 2段階選抜を実施する場合は， 次の要領で行う。
fァ7 第 1段階選抜 の方法

大学 入試センター試験の成 績に基づき選抜 する。
（イ） 第 l段階選披結果の通 知

平成3年2月9日（土 ） 正午． 本学 学生部 前に「実施する学部 名」を掲示する。
第 1段階の選抜 の結果については， 合格者には「富山大学 受験票」及び検査場案 内等を、 また不 合格者に

はその通知書及び検定料の返還申出書を同日付 けで送付する。 、
ウ 2 段階選按を実施 し ない場合は 平成3年 2月9日（土 ） 正午 本学 学生部 前に「実施し ない」 と とを掲示

する とともに， 同日付けで志願者全員 に「富山大学 受験票」及び検査場案 内等を送付する。
（ 注） 1 . 2段階選按 の実施の有無については， テレホンサービスでも行う。 (18ページ参照 ）

2. 受験票等が到着しない場合は， 2 月 末固までに学生部 入学 主幹付 入学 試験係に申し出る こと。

(2) 本学 入試センター試験の教科・科目
本学 において受験を要する教科 ・科目は， 次のとおりである。

区 分 受験 を 要す る 教科 ． 科 目 名
5教科 5科目

国
人 文 学 部 社〔倫、 目、 世、 地理、 現社から 1〕 （ 注1 ) 

数〔数I〕
理〔物、 地学 、化、 理I、生から 1〕 （ 注3 )
外〔英、独、仏から 1〕

5教科 6科目
教 育 学 部 国

社〔倫、 目、 世、地理、 現社から 1〕 （ 注1 ) 
数〔「数IJと「数E、 工、 簿から 1」〕 （ 注2 ) 

経 済 学 部 理〔物、 地学 、化、 理I、生から 1〕 （ 注3 ) 
外〔英、独、仏から 1〕

数 学 科
4 教科 5科目

国
理 生 物 学 科 数〔「数I」と「数E」〕

地 球 科 学 科 理〔物、 地学 、化、生から 1〕
外〔英、独、仏から 1〕

学 5教科 6科目
物 理 学 科 国

社〔倫、 目、 世、 地理、 現社から 1〕 （ 注1 ) 
部 化 学 科 数〔「数IJと「数EJ〕

理〔物、 地学 、化、生から 1〕
外〔英、独、仏から 1〕

-14-
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4教科 5科目
国

工 学 部 ｜ 数〔 「数IJ と 「数E、 工、 簿から 1」〕 （注2 ) 
理〔物、地学 、化、 理 I、生から 1〕 （注3 )
外〔英、 独、仏から 1〕

（注） 1. 「現代 社会」を選択解答できる者は ， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者 以外の者に 限る。
2. 「 工業数理」文は 「簿記会 計I・簿記会 計E」を選択解答できる者は ， 高等学校において 「工業数理J
文は 「簿記会 計I・ 簿記会 計E」を 履修 した者及び文部 大臣の指定を受けた 専修学校 高 等 課程の学科の
修了（見込み）者に 限る。

3 .  「理科 IJ を選択解答できる 者は ， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者 以外の者に 限る。
4. 「理科jについて， 複数科目を受験している 場合は 高得点の科目を利用する。
5 . 指定された教科・科目を受験していない場合は ，「失格J とする。

(3) 個別学 力検査等
本学 が実施する個別 学 力検査の検査教科・科目等は 次のとおりとし． 高等学校卒業の学 力 程度を標準として 出

題する。

学 部 学科・ 課程（専攻教科） 検 査 教 科 ． 科 目
教科 等 科 自

人 文 学 科 国 宝”玉口 国語I・国語E
人文学科 宝回五ロ 学 文 学 科 外 国 語 英語E・英語EB、 ドイツ語、朝鮮語、中国語、 ロシ ア

語のうち から英語は 2科目、 その他は 1科目選択
国 語 国語I・国語E

小学 校教員養成 課程 数 学 代数・幾何、 基礎解析
養護学校教員養成 課程 外 国 語 英語E・ 英語EB 

ヨz士:.: 術 音楽実技
幼稚園教員養成 課程 美術実技

保 健体育 体育実 技
中 （国語、社会 、英語） 国 語 国語I・国語E

教育学部 学 外 国 語 英語E・英語EB 
校 （数学 、理科 、技術 ） 数 学 代数・幾何、 基礎解析
教 外 国 語 英語E・英語EB 
員 （ 音 楽 ） さz土� 術 音楽実 技

養 （美 術 ） さz全z－ 術 美術実 技
成 （保 健 体 育 ） 保 健体育 体育実技
課 （家 庭 ） 国 語 国語I・国語E
程 数 学 代数・幾何、 基礎解析

情 報 教 育 課 程 外 国 語 英語E・英語EB 

主

昼
間

ス
コI 

経 済 学 科 数 学 代数・幾何、 基礎解析
経済学部 経 営 学 科 外 国 語 英語E・ 英語EB 2科目

（注1 ) 経 営 法 学 科 又はドイツ語l科目選択
数 学

（注2
科

） 数 学 代数・幾何、 基礎解析、微分・積分、 確率・統 計（統 計
は除く。）

物 理 学 科 数 学 代数・幾向、 基礎解析
理 手ヰ 物理

化 学 科 数 学 代数・幾伺、 基礎解析
理 科 化学

理 学 部 理 科 物理、化学 、生物、地学のうち から1科目選択
生 物 学 科 ｜自然

ぴ科
に

的
表現 力…一理

高度
問考能力

そ の 他 小論文 並 な どを問う。 な 知識その
ものを問うものではない。

数 学 代数・幾何、 基礎解析
地 球 科 学 科 外 国 語 英語E・英語EB 

理 科 物理、化学 、生物、地学のうち から1科目選択
電 子情 報 工 学 科 数 学 代数・幾伺、 基礎解析

工 学 部 機械シ ステム工学科 理 科 物理
物 質 工 学 科 数 学 代数・幾何、 基礎解析
化 学 生 物 工 学 科 理 科 物理、化学のうち から1科目選択

戸
」「u’Ei
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（注 ） 1 . 経済学部 「夜間主コー ス Jは， 個別学力検査 は 課 さ な い 。

2 . 理学部数学科は， 「数学」 を 2 時 限に わた っ て 課 す 。 第 l 時 限〔代 数 ・ 幾伺． 基礎解析〕 1 0 : 00 ～ 
1 1 : 30， 第 2 時 限〔代数 ・ 幾何． 基礎解析 ， 微分 ・ 積分， 確率 ・ 統計（統計は 除 く 。 ） 〕 13 00～14 : 30。

(4) 実 技 検査 （筆 答試 問 を 含む。 ）
ア 教 育学部小学校教 員養成課程， 養護学校教 員養成課程， 幼稚園教員養成課程

区 分 検 査 内 H廿－ 

1 歌唱 又 は 楽 器 に よ る 自 由曲演奏
歌唱 は音楽I程 度 ま での歌曲
楽 器 は 和 楽 器 を 除 き 、 管 、 弦 、鍵盤楽 器 い ずれ も 可

2 筆 記及 び録音 聴取 に よ る 音楽 I程度の音楽能力検査
（注 ）

音 楽 実 技 (1) 自 由曲演奏の歌唱 又は楽器 の選択は、入学志願票の 「歌唱 J 文は 「楽器Jの い
ずれか をO で囲み、楽器の場合 は、楽器 名 も 記 入す る 。 なお、 自 由曲は 無伴奏で
演奏す る 。 楽譜は 見 て も よ い 。

(2) ピ ア ノ、電 子オ ル ガ ン、マ リ ンパ以 外 の 楽器 は 各 自 持参す る こ と 。
な お 、電 子 オ ノレ ガ ン演奏で は大学で設定 し た 音 色等 を 使 用 す る こ と と し、そ の

詳細 は 出 願後受験 者 に 送付す る 。
(3) 筆 記 用 具 を持参す る こ と 。

平面（鉛筆 と 水彩絵具 に よ る 。 ）
美 術 実 技 表現力検査 （用 具、材 料 は 本学で準備す る 。 ）

立 体（粘土 に よ る 。 ）

体 育 実 技 基礎運 動 能力検査
（注 ） 運 動 の で き る 服装 と 屋 内 用 運動靴を準備す る こ と 。

区 分

イ 教育学部中学校教員養成課程（音 楽 ， 美術． 保 健 体 育 ）
-廿

音 楽 実 技

美 術 実 技

体 育 実 技

検
実

査
技 検

内
査 筆 答 試 問

声 楽
1 コンコーネ 50番の恥 15～恥叩よ りー曲を 当 目 指定す る 。 （母音 唱 ）
2 下 記 の 歌曲よ り任意 の一曲を 暗譜演奏す る 。

Ver gin, tutto amor (c moll ) F. Dur ante 
Sebben, cr udele (d moll) A . Caldar a 
0 del mio dolce ar dor (e moll ) C. W. Gluck 
ふ る さ と の (F dur ) 平井康 三 郎
北秋の (D dur ) 信時 潔
か や の 木 山 (D dur ) 山田 耕符
（指定の調以外で歌う 者は、 伴奏譜を 出願書類と と も に提 出す る こ と 。 ）

器 楽（ピア ノ ）
1 バ ッハ の イ ン ヴェ ン シ ョ ン 、 シ ン フ ォ ニ ア よ り任意の 一曲を 暗譜演奏

す る 。
2 ハ イ ド ン、モ ー ツアル ト 、 ベー ト ーヴェ ン の ソ ナ タ よ り任意のー曲の

第 1 楽章 ま た は終楽章 を 暗譜演奏す る 。 た だ し 、 変奏曲及び緩徐楽章 を
除 く 。

ソノレ フ ェー ジ ュ
1 コールユープ ン ゲ ン 第一巻（原 書 ） No.48～恥 85の 中 よ り 当 日 指定す る 。
2 聴音

簡易な 単旋律 と 四 声 体和声 の 聴取
絵 画（人物写生）
デザ イ ン （立体構成 ）

1 基礎運 動 能力
2 運 動 技 能

(1) 器械運 動 鉄棒運 動（男） 、平均台運動（女 ） 、マ ッ ト 運動
(2) 陸上競技 ス タ ー ト ダ ッ シ ュ 、立 三段跳、三歩助走の走高 跳
(3） 球 技 バ レ ーボ ー／レ、パス ケッ ト ボ ール、サ ッカ ー
(4） ダ ン ス 主 題 に よ る 創 作
上記 2 (1）～（4）の四 領域の う ち よ り、二領域を選ぴ、その領域よ り一種 目

づつの運動を選ぶn

音 楽 通 論

（用 具、材料は本学で準備す る 。 ） 試問 し な い

試 問 し な い

nhu
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(5) 大学入試セ ン タ ー 試験及び個別学力検査等の配点

ぷ孟主面竺竺？ 区 分 国 語 社 会 数 学 理 科 外国語 実
検

技
査 小論文 小 計 合 計

人 文 学 部 センター試験 100 1 00 100 100 100 500 900 個別学力検査 200 200 400 
小学校教員養成課程 センター試験 200 1 00 200 100 200 800 養護学校教員養成課程 個別学力検査 (200) (200) (200) 200 400 1 200 
幼稚園教員養成課程教 中学校教員養成課程 センター試験 200 1 00 200 100 200 800 〈国語、社会、慧〉 個別学力検査 (400) (400) 400 1 200 

育 中学校教員養成課程 センター試験 200 100 200 100 200 800 〈数学 、理科 、技
専

術
攻〉 個別学力検査 (400 ) (400) 400 1, 200 

学 中学校教員養成 課程 センター試験 200 1 00 200 100 200 800 〈音楽、美術 、 〉 個別学力検査 400 400 1 200 
保健体育専 攻部 中学校教員養成課程 センター試験 200 100 200 100 200 800 （家庭専 攻） 個別学力検査 (400) (400 ) (400) 400 1 200 

情 報 教 育 課 程
経 主昼間スコ1 

経 済 学 科 センター試験 100 50 100 50 100 400 経 営 学 科 7 00 
済 経 営 法 学 科 個別学力検査 (300) (300) 300 
学

夜主間スコ1 
経 済 学 科

部 経 営 学 科 センタ一試験 200 100 200 100 200 800 800 
経 営 法 学 科

数 学 科 センタ一試験 100 1 00 100 200 500 1 ,000 個別学力検査 500 500 理 センター試験 200 1 00 200 100 200 800 物 理 学 科 個別学力検査 200 400 600 1 400 

学 化 学 科 センター試験 200 100 200 100 200 800 l 200 個別学力検査 200 200 400 
生 物 学 科 センター試験 200 200 100 200 700 1 500 個別学力検査 400 400 800 部 センター試験 100 200 100 200 600 地 球 科 学 科 個別学力検査 (200) 200 (200) 400 1 000 

工 学 部 センタ一試験 100 100 100 100 400 800 個別学力検査 200 200 400 
（注 ） 1 . 配 点 の （ ） は選択教科 を 示 す 。

2 . 理学部数学科の個別学力検査 「数学Jの配点は ， 「代数 ・幾 何， 基礎解析J 200点 と 「 代 数 ・幾伺， 基
礎解析 ． 微 分 ・積分， 確率 ・統計 （統計は 除 く 。 ） J 300点 と で合計500点 であ る 。

(6） 健 康 診 断
健康診断の判定 は ． 次の と お り行 う 。

人文学部 ・教育学部 ・経 済学部
疾 病 あ る い は 障害 を 理 由と す る 不合格の判定 は行わな い 。

理 学 部
入学後 の 保 健指導等 を 考慮 し て も な お 修学 に 耐 え が た い と 認め ら れ る 疾 病及び身体的機能障害の 者 は ， 入 学 を 許

可 し な い こ と が あ る 。
色覚異 常 は 合 格 判 定 の 資 料 と は し な い が． 化学科では 学 習 上 支 陣を き た す場合が あ る 。

工 学 部
入学後の保健指導等 を 考慮 し て も な お 修学 に 耐 え が た いと認め ら れ る 疾 病及び身体 的機能障害の者 は， 入学 を 許

可 し な い こ と が あ る 。
色覚異 常 は 合 格 判 定 の 資 料 と は し な い が 学 習 上 支 障を き た す場合が あ る の で留 意す る こ と 。

円i’aA
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4. 検査 期 日

平 成 3 年 3 月 3 日 （ 日 ）
（教育 学 部小学校教 員養成課程． 養護学校教 員 養 成
課程及び幼稚園教員養成課程 は ． 3 月 3 日 （ 日 ） ，
4 日 （月 ） の 両 日 行 う 。 ）

5. 検 査 場
学力検査及び健康診 断（再 診 断 ） は ． 学 部ごと に

次 の 検査場（予 定 ） で行 う 。 た だ し， 志願者数に よ っ
て は 検査場 の変更（富 山 市 内 公立高等学校等 ） も あ
り得るが， 検査場案内は． 受験票等送付（2 月 9 日）
の際に通知する。

人文学部検査場
人文学部及び教 養部（富 山市五福 ）

－（学力検査 健康診断）
教育学部検査場

教 育 学 部（富 山 市 五 福 ）

（学 力 検査
実 技 検 査 健康診断

経済学部検査場
経済学部及び教 養部（富 山市五福 ）

－（学力検査 健康診断）
理 学 部 検 査 場

理 学 部（富 山市五福 ）
－（学力検査 健康診断）

工 学 部 検 査 場
工 学 部（富 山 市五 福 ）

－（学力検査 健康診断）
合 受験上の 注 意事項

ア 試験当日は， 大学入試センター試験受験票及び

報 第321 号
本学受験 票 を 必 ず持参す る こと 。 特 に 大学入試 セ
ンタ一試験受験票は． 入学手続きの際にも必要で

あるので紛失しないこと。

イ 学力検査． 実 技 検査， 小論文及び健康診 断 を 受
け る と き は ， 必ず 「受験票 J を 携帯す る こと 。

ウ 学力検査， 実技検査， 小論文及び健康診 断 を ー
部で も 受 け な い 者 は ， 選按の対象か ら 除 く 。

エ 受験票 に 記載の 「受験心得」 を 厳 守す る こ と 。

6 . 合格者発表
合 格 者 は ， 受験番号 を 平成 3 年 3 月 2 0日 （水） 午後

1 時本学特設掲示場（学生部前）に掲示し． かっ， 本

人 に 通知す る 。 電 話そ の他に よ る 問 い 合わせ に は 一 切
応じな い。

7. 情報の提供 （テレホンサービス）
本学で は． 個別学力検査等 の 出 願状況及 び 欠 員 補 充

の方法等 に つ い て ， 次 の と お り テ レ ホ ン サ ーピス を 行
う 。 （本学 へ の 直 接 の 問 い合わせ に は応じな い 。 ）
ア 出 願 状 況

平成 3 年 1 月 23 日 制～平成 3 年 2 月 2自国
イ 2段階選按実施の有無

平成3年2月9日同午後0時30分～平成3年2月12日（対

ウ 欠 員 補充方法
平成 3 年 3 月 2 1 日 同～平成 3 年 3 月 27 日 制

エ 欠 員補充状況
平成 3 年 3 月 28 日 同～平成 3 年 3 月 31 日 （同

電 話番号 0764 (33) 2999 （通 話料は有料）

平成2年度科学研究費補助金追加交付内定者

研究種 目 研 究 代 表 者 研 究 課 題 配分予定額（千円 ）
所 属 職 氏 名 平成2年度 平成3年度 平成4年度

水素能同研位体 広範囲 卜 リ チ ウ ム圧の非破壊測定 に 対 す る一般研究但） 機 究 助教授 松山政夫 制動X線計測法 の適用 性 4,600 1,400 。
センター

一般研究（り 理 学 部 II 菅谷 孝 環の肱大 の理論 1, 500 。 。

，， 工 学 部 II 穴田 博 ア ル ミ ニ ウ ム ース テ ン レ ス ネ ッ ト 複合 パ イ 700 。 。プの製造 と そ の特性

奨励研究（A) 工 学 部 講師 宮本真敏
ワンシ ョ ッ ト ブ ロ ッ ク 共重合

重
一 モ ノマ ーの 800 。 。同 時 仕込み に よ る 一段階共 合 法 の 開 発

nHU
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分離・分割方式を主体とする

平成4年度入学試験の定員割り振り

及び実施教科・科目等を公表

一一一 入学者選抜方法の 工夫・改善が図られる 一一一

分 離 ・ 分割方式 を 主体 に 実施す る こ と が決定 し て い
る 本学 の 平 成 4 年 度 入学試験の実施方式・ 日 程 に つ い
て は ， 9 月 号 の 学 報 に 掲載 し ま し た が． 去 る 1 0 月 1 9 日
（金 ） 開 催 の 平 成 2 年度 第 7 回 評 議 会 に お い て ， 個 別
学力検査の 実施教科 ・ 科 目 等 の 詳細 が 決 定 さ れ， 同 日
公表 さ れ ま し た 。

公表 さ れた 各学部の実施方式， 定 員割 り 振 り 及 び 実
施教 科 ・ 科 目 等 は ． 次 の と お り です。

な お ， 大学入試セ ン タ 一試験及 び個別学力検査 の 配
点 並 び に 推薦入学等の特別選抜の実施 に つ い て は ， 来
年 7 月 末 日 ま で に 公表す る 「入学者選抜に関す る 要項」
に 発表 さ れ る 予定です。

平成4年度富山大学入学者選抜個別学力検査等について

ρ弓a ι」 入学 実 施
募 集 人 員 個別学 力検査の実施教科・科目

学科（課程等）
定員

連続方式 分離・分割方式 （実技，面接，小論文を含む。）
部 方 式

A日程B日程前 期後 期 等について

実施教科・科目
①前期 日 程
学科 センター試験 個別学力検査等

昆社数（数 IJ. 理 国 （国 I ， 国II ）， 外（「英II.

全学科 外 英E Bよ独眠中，露からI)
人 人 文 学 科 95 70 25 6教科5科目 2教科

②後期 日 程
学科 センター試験 個別学力検査等

民社数 （数I)， 理E
文 全学科 外 I!さない

分離分割 5教科5科 目ー，，ー『...”’a・ーー，，，－－·－，『..・－－－－－－－ －ー・・・・・．．．．．． ’・・・... ，『·－－－－ ー..”・·－－·”’・...

会弓主子ι 

語学文学 科 95 70 25 

部

計 190 ／／ 140 50 

ハHU－－
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中学校教員養成
課 程 センター試験 個別学カ検査等
（国語，社会，数学， 民社数（ 数 I と他の 国（国 I . 国Il） .数（代 ・畿基解），外

理科，家庭，技術， l科目） ． 理 外 （英E・英IlB）から1輯ヰ

5 教科 6 科 目英語） 50 連続 50 
－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーー・ー－－－－－－－－

・4・・・・・・・・・－－－・・・・・ーーーーーー・・ー・・・・・・ー・ーーー－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－··－－－－－－－－－－－－－－

教 (A日程）中学校教員養成 センター試験 個別学 力 検査等
課 程 民社数（数 I と他の

（音楽，美術， 1科目）． 理 外 志望専攻の実鐙

保健体育） 5 教科6科目

育
小学校教員養成

100 70 30 
実施教科・科目

課 程 ①前期日程
課程 センター試験 個別学 力 検査等

－－－－－ー，，，，－－－－－－－－－－－－－－－－－－・，． ・・・・・・・・．．．．． －・ー..’・・・・・・・ ーーー・・ ...‘ー・・・ 恩也 教（数！ と他の m:国I.国II)， 数（代・幾差解），

安課程 1 科目 ） ． 理 外 外（英E・英IlB）から1教科

養護学校教員養成
20 14 6 

5敬科6科目

持弓4与． 課 程
分離分割 ②後期日程

ーー－－－－－，ー，.，ー・・・・・・・・・・・・・・ーー，， ，ー，，ーーー・・・・・・ ーーーー－－－－－－－－－ ーーー，．・・ー・・－－－ 課穫 センター試験 個 別学 力 検査等
小， 薯， 幼 恩tt.数（数 I と他の 実鍾（音，事色体から 1 科 目）

幼稚園教員養成 ト一一一一ーーーー 1 科目 ） ， 理 外

課 程 30 21 9 情報 5 教科 6 科 目 諜さない

部 ・・・・・・・・・・・・ー，ー，，－－－－－・·－－－－－－－－ ー．．ーーーーーー，，．．． 曙司’・・・・・・4与・．， 『曙司ー・ー・・・ー，，，，

情報教育課程 40 30 10 

計 240 v 50 135 55 

実施教科・科目
昼コ 経済学科 1 44 105 39 ①前期日程

学科 センター試験 個別学力検査等
・・・，，，，．，．，，，．．．．．．．． .・・・－－－－－－－－－ ・・・・・・・．．．．．・ ・・・・・・ー・・・．．． 邑tt.数（数I と他の 数（代....基解）文は （「英E ・

経
全学科 l 科 目l.lt外 英E B」，独から 1 科 目） から1

問 1 経営学科 124 分離分割 91 33 5歓科6科目 掛ヰ

・..ー，．．．・・・・ー・・ーー，．．，ー ー－－．．．．．．・ーーー 『·－－－－－－－－－－－ー ーーーー·－－－－－－－－ ②後期日程
学科 センター試験 個別学力検査等

済
主ス 経営法学科 102 74 28 全学科 亘社外3棋ヰ 3 科 目 諜さない

言十 370 レ／ 270 100 

品弓ん」 経済学科 20 20 実施教科・科目夜コ
..”・・・・ ・・・・ ・・・・...，ー ”’・・・・...・・ー．． ー・．．．．．．ーー・E ー ーー『p”・・・・・－－－ 学科 センター試験 個別学力検査等

間！ 経営学科 20 
連続

20 恩社数（数 I と他の

(B日程） 全学科 l科目）．程外 課さない
．，・・・・・ーー－－ーー・・－－－－·・ー ー－－－－－’・·－－－－－ ・，．．．．．．．．．． ・ ・ ・・－－－－－－－－－－ 5 教科6科目

部 王ス 経営法学科 20 20 

E十 60 レ／ 60 

計 430 レ／ 60 270 100 

． 
nuv
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実施教科・科目

①前期 日程
数 戸弓ゐ」 科 43 33 10 学科 センター試験 個 別学 力 検査等

数 学 数 （代 ・ 幾 基解． 徴 ・ 積， 確 ・ 統

民 数 （数 I ， 数II） .理 積雪十は除〈 。） 1 教科

－·－· －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・申 『F・・・・・．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・. ・．．．．．．．．．．．．
耳石 （理 I を除く。）， 外 理 （物 化 生 樹、ら I ）， 小論文

l 掛ヰと小諭文

理 百石 4 教科 5 科目 数（代 ・.. 基解）又l;l外（英 E ・英 E

物 理 学 科
B）， 理（物， 化 生 地から1)2掛ヰ

47 35 12 物 理 邑 a 数 （数 I . 数II ). fl （代... 基解）． 理（物）

lf （理I を験〈 。）． 外 2 数科

門店 5 教科 6 科 目 数 （ 代 ・ 幾 基解）， 理 （化）
－－－－ー ー ・ ・ ・・．．．， ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ー・ー・・ーー， ・・・・・・・・．．．．． ・・，......’・．． ・・・・・・ーー．．．．． 2 教科

＠後期 日 程
化

且弓ι一 科 43 分離分割 30 13 学科 センター試験 個 別学 力 検査等
．寸x凶ー 民 主t 数 （数 I . 教II).

数 学 理 （理 I を除〈 。）． 外

ー・ー・・，..・..『曲・申－－－－－－－·・ーーーーー..・・ ー．．．．．．．．．．．． ー，. . . ........ ・・ー・ー ・・ー．ー，ー・

5 税 制 科 目

固 まt 数 （数 I . 数II).

物 理 理 （物）， 外

生 物 学 科
5 輯 村科目 謀さない35 20 15 国 数 （数 I ， 数II ）. 理

生 物 （物文は化），外

4 教科5科目

部 －－－－－－－－－－－－ － － － · 白 幽 ー ー ー ・ ，，，，，．．．． －－－－－－－ ー ー ー ー ． ， ・・・・・・・・・・・.. 『·－－－－－－－－－－－－ 民 数 （数 I ， 数II ）. 理

地章相手 （地学）， 外

4 教科 5科目

地 球 科 学 科 32 27 5 数 （fl I ， 数II ）. 理 （理

化 学 I を除〈 。）． 外 小輸支 （化学に関するもの）

3 教科 4 科 目

計 200 レ／ 145 55 

電 子 情 報 工 学 科 132 92 40 実施教科・科目
①前期 日 程

－ － － ·， ， ， ， ， ” ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ．．．．，．．．．．．．． ー . . ’ . ・ ・．．．．．． －－－ー． ． ． ・ ・ ・ ・ ．・ ・・・・・ーー，ーー，.. 学科 センター試験 個 別学 力 検査等
工 機 械 シ ス テ ム

10 1  7 1  30 
電情 国 数 （数 I と他の 1 科 数 （代 . ... 基解）． 理 （物

2
)
教科

工 j寸».＜ー． 科 分離分寄 物
、

、

機質
化

械
生 目 ）， 度 外

数（代 . .. 基解）． 理（物文
2 掛

i主化
ヰ

） 
” ” ’ . . ・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－· ・．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・．．．．－ － ー ー ー ー ＋・，．．．．． 4 設科 5科目主子主4

物 質 工 学 科 83 58 25 ②後期 日 程
ー・ー・・・ー・ーーーー・ーー，” ・ ・ ，，，．．．．．．．． ・・・ー ・ 4・ ・ ・ ・ ．． ． ． ・・・・・・・・．．．．. －－－－－ － · · ・ ・ ー ー . 学科 センタ一試験 個 別学 力 検査等

部
化学生 物 工 学 科 86 60 26 国 教 （数 I と他の 1 科

全学科 目 ）． 理 外 課さない

／／ 4 教科5科目

計 402 281 121 

ぷ口>.. 計 1462 ／／ 50 60 971 38 1 

（注）大学入試セ ン タ ー試験について

1 選択科 目 について 特に指定のない限 り ． 社会は 「倫理． 政治 ・ 経済J ， 「 日本史i 「世界史J. 「地理J. r現代社会J か ら 1 科 目 を 選

択． 理科は 「物理J， 「化学J， 「生物J， 「地学J. 「理科 I J か ら 1 科 目 を選択， 外国語は 「英語 I ・ 英語 IIJ. 「 ドイ ツ 語」， 「 フ ラ ン ス 語J
か ら 1 科 目 の選択を示す。

なお． 数学の 「他の 1 科 目 J と は， 「数学 IIJ. 「工業数理J. 「簿記会計 1 ・ 簿記会計 II J か らの選択を示す。
2 .  「現代社会J を選択解答でき る 者は． 高等学校の普通科 ・ 理数科の卒業 （見込み） 者以外の者に限る。
3 .  「工業数理j 又は 「簿記会計 I ・ 簿記会計 II J を選択解答でき る者は． 高等学校において 「工業数理J 又は 「簿記会計 I ・ 簿記会計

II J を履修 した者及び文部大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了 （見込み） 者に限る。
4 .  「理科 I 」 を選択解答でき る者は． 高等学校の普通科 ・ 理数科の卒業 （見込み） 者以外の者に限る。
5 .  「理科J について． 複数科 目 を受験 して い る場合は高得点の科 目 を利用する。

咽Ei円／】



l 平成 2 年12月 発行 学 報 第321 号

学内 ト ビツクス ! 
； ／ 紅葉の立山で留学生との交流を図る I I 
！ 一一一 外国人留学生 との懇談会 一一一 j 

！ 本学 に お け る 外 国人留学生の数 は 年 々 増加の 傾 向 に なお’ 参加 し た 留学生の一人 に 感想、 を う かが つ た と ！
… 一棚員の対
い ま つ て と か く 表面的に な り が ち な 昨今です。 そ ん な ま れ’ 立山の雄大な 自 然 と そ の 中 に 生 き る 雷鳥の 姿 ま ！
中’ 去 る 1 0 月 1 日 （ 月 ） ． 2 日 （火 ） の 両 日 に わ た り ． で 見 る こ と も で き ． と て も 良か っ た と の こ と です。 I 
本学学生部主催 に よ る 外 国 人留学生 と の懇談会 （ 一 泊 ！ 

！ 旅行 ） が． 紅葉 に 彩 ら れ た 国 立 立 山 少年 自 然の 家 を 拠 ！ 
！ 点 と し て 実施さ れ ま し た 。

I ：議長；言ij 品 4 脅＼弓：；r\ 1
l �唱1111111盟 i 朝日u上保温！務機感 ！機械翻踊菌園田 端掴．臨� i ;f�災訓州機野 掴． ぷ i
1 .::'.1lrr謂J1lt�i！ ＇ ，選盛 時刻111濯－�01櫨 �蒸溜爾線灘、 上演瀦i繍級ドヨIf I げ通・ ＂� 繍襲撃 一盛ま悶！;t墜識階鍾雇量 ＼類圏盤整 ：義盛務機勝愛護基；欝長；議・・E I 

企 国立立山少年 自 然の家にて

l こ の 行事 に ． 留学生等39名 ， 国際交流委員会 留 学 生
i 部 会委員 で あ る 工学部塩揮教授． 同教養部上野講師．
j 保 健管理 セ ン タ ー の カ ウ ン セ ラ ー と し て 高尾助教授，
！ 学 生部長 を は じ め 学生部職員 7 名 及 び 各学部の留学生
i 担 当職員 6 名 の 総 勢55名 が 参 加 し， ピ ー チバ レ ー ボ －
I ）レ や フ リ ー ト ー キ ン グ， そ し て 立 山 室堂へのパ ス ハ イ
！ キ ン グ 等 を 通 じ 「本学 に 在学す る 外 国人留学生 及 び
！ 研 究員 と 教職員 と が宿泊 し て ， 親 し く 懇談す る こ と に
！ よ り ． 一層の相互理解及び留学生 聞 の 交 流 を 深 め る と
！ と も に 富 山の 自 然 に 親 し む」 と い う 当初の 目 的が 十 二
！ 分 に 達せ ら れ ま し た 。

企 立山の大自 然 を 背に． 母 国 を 離れて 暮らす淋

し さ も忘れた一日でした

ゆ婚制時ψ V

企 こ の日初 めて知 り 合 っ た仲間 も大勢います

ワ’－OL
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富山大学体育会合気道部

創立20周年記念演武会を盛大に 開催

一 一

去 る 1 1 月 23 日 （金 ） 勤労感謝の 日 に 富 山 大 学 体 育 会 本学合気道部の記念品の交換が あ り ’ 韓 国 明知大 学 合

！ 合気道部創 立 20 周 年 記 念 演 武 会 が ’ 本学黒 回 講 堂 に 気道部か ら 記 念の 「ぺ ナ ン ト J を ’ 本学合気 道部 か ら
! O B ら 関係 者約20 の 観衆 を 集 め て 盛 大 に 行 わ れ ま は 「出世 カ プ 卜 」 がそ れぞれ贈 ら れ ま し た 。 ！ ； F雪 ヲ l き 続 き 演．圃．圃圃圃圃圃圃鵬輯輔輯踊覇醸輯碩購楊開閉鴨璽圃．．． 回 家族や関係 者 の 見守 る 中． 日 頃鍛え た 「基本技 J か ら i盟醸聾盟噌捜務欝淵都：姐盟薗 悶取 り J . 「二 川 J に 至 淵 7技 を 蹴 ’ ！
羅麗璽璽冨 輝怒九渓3捻＇：1 ！ ；三笠」幽a掴薗圃． ！ 韓欝璽悪饗翠彊E圃.... ‘一白－．圃．帽．． 圃．．．．．．．．． 盛 ん な拍 手 を 浴びて い ま し た 。 ！ 際機謬緩週．，同« 掴．． 曜灘覇l:.�・・・・・ー ま た ， 招待演武と し て ． 金沢大学． 専修大 学 ， 中 央 ！

大学校生 を 中心 と す る 韓 国大学合気道演武団の迫真 の
1細E調副E .• ;, 量購鱗輔副・WI逼凶a園田 演 技 に は ， 場 内 か ら 思わず吐息 の も れ る 一幕 も あ り ，
a・・・E i・・圃・踏襲謹・・・・・・・・ 会場は熱気 に 包 ま れ ま し た 。
圃圃・圃廓 t園田園・E舗掴．．．．．．．．． 最後に， 経済学部武井部長か ら こ れ ま での部の 20年； 関螺懸懇感？ i窓観懸懸鵜護霊寵麓眠；：：：� 司E哩彊圃・・・ の 回顧に対す る 謝意 と 今後の発展 を期す る 旨 の 閉 会 の

A 韓国演武田許団長 と 本学合 気道部 武井部 長が

記念品の交換を 行い． 国際交流の輪が広がる

！ 合 気 道 は ， 日 本古来よ り 伝わ る 柔術， 剣術， 槍 術 を
！ 修め さ ら に 工夫 を 加 え て ， 「 門 転 の 理 」 と 「呼 吸 力 」

挨拶で散会 し た 後， 会場を移 し て 韓国代表団 と の 国 際 i
交流そ し て O B ら と の 旧交 も 温め ら れ る な ど親交が深 ｜
め ら れ ま し た 。 I 

ま た ， 今 回 の演武会 に は韓 国 演武 田 と の交流も さ る ！
と と なが ら ， 合気道部O B と そ の家族の 方 々 ら 多 数 が j
黒 田 講堂 に 参集 さ れ， 本学の課外活動のー担 を 社 会 に

！ を 用 い た 多彩 な 投げ技 ・ 関節 技 と し て 体系化 さ れ て 創 彼露で き ， 本学の一面を紹介で き た こ と は大変喜 ば し
！ ら れ た 合理的 な近代武道です。 ま た ， 合気道 は “ 技 ”
l の錬磨だ け で な く ， 精神 的 な錬磨 を も 目 的 と し て い る
i ほ か， 護身術 と し て 女性 か ら も 魅 力 的 な ス ポ ー ツ と し
i て 人 気 が あ り ま す 。
j さ て ， 本学合気道部 は ， 昭和45年同好会 と し て 発 足
i し て 以来， 多 く の諸先輩の庇護の も と に よ き 指導 者 を
！ 得 て ， 部 の 興 隆 に 心血が注がれ， 現在， 武井 勲 経 済
！ 学部教授 を 部 長 に 部員数35名 を 数 え て 意欲 的 な活 動 を
1 行 っ て い ま す 。
I 当 日 は ． 演 武会 に 先立 ち ， 創 部 20周 年 を 記 念 し て ．
1 午後 1 時か ら 記念式典が行われ， 高 閏正光主将 （ 理 学
！ 部 3 年 ） の 開 会 の挨拶 に 始 ま り ， 大 井 学 長 （代読 ） ，
j 名 誉 師 範 囲 中茂穂明治神宮至誠館館長 並 び に 今 回招 へ

い こ と であ り ， 更 に 黒 田講堂が 大 い に利用 さ れ， そ の
… 似 し く ー＼…：

企 迫真の演技で観客 を 魅 了 した韓国演武田
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平成 2 年度体育系サー ク ル リ ー ダー研修会の実施

テ ー マ に つ い て 深 く 掘 り 下 げ て 検 討 さ れ ま し た 。 I 
ま た ， 教養部鳥海講師の講義 「体育 会 ク ラ ブ と し て i

の あ り 方J ＇ 同 布 村助教授 に よ る 「ス ト レ ッ チ と マ ッ i
サ ー ジ 」 等 の 実 習 ． 社会保険 高 岡病院 の 山 田 均 副 院 長 i
に よ る 講演 「応急処 置 に つ い て J の ほ か ， 今 回 は 富 i
山女子短期大学桑守豊美教授か ら 「ス ポ ー ツ マ ン の 栄 i
養摂取J と 題す る こ れ ま で に な か っ た 内 容の講義 も 盛 i
り 込 ま れ， 参加学生のサ ー ク ル リ ー ダー と し て の 資 質 i
向 上 及 びサ ー ク ル相互 の 交 流 に 寄 与す る と こ ろ 大 と な i

〆＇＇＼ i 

『 冬の 省エ ネ ル ギー に 協 力 を ．グ 』
石 油 、 天 然 カ、、 ス な ど の エ ネ ル ギ ー 資源 は 、 地球 の 貴重 な

財産 です 。

資 源 の 無駄使 い は 、 地球 の 温暖化 な ど 地球環境の悪化 を
招 く 原 因 と も な り ま す 。

日 頃 か ら エ ネ ル ギー を 劾率的 に 使 用 し 、 地球 に や さ し い

環境作 り に 心掛 け ま し ょ う 。
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五年益準菱重きさきY
L 遼 寧 大 学 を 訪 問 し て J

富 山 大学 国 際 交流事業基金に よ る 派遣 教 員 と し て ，
1 990年 8 月 29 日 か ら 1 1 月 1 日 ま で の 約 二 ヵ 月 間 ． 富 山
大学 と 友好 関係 に あ る 中 国遼寧大学 を 訪 問 し た 。 遼 寧
省 渚 陽市 に あ る 当 大学 と 富 山 大学 と の 間 に ． 友 好 学 術
交流協定が締結 さ れ た の が 1984年 。 以来毎年 一 名 ず つ
教 員 を 派遣 し て ， 今年 で 7 人 目 に な る 。 専 門が 中 国 明
清 史 で も あ り ． 清 朝 の 旧 都 漕陽 に も 興味 を 持 っ て い た
私 は ， 史 蹟調 査 と 学術交流の二つ の 目 的 を 持 っ て ， 炎
暑 の 大 阪空港 を あ と に し た 。

日 本 人 に は あ ま り な じ み の な い 渚 陽 も ． 旧 満洲 帝 国
時 代 の 奉 天 だ と い え ば． 思 い 当 た る 人 も 少 な く な い だ
ろ う 。 い ま ま で も 当時 の 名 残が い た る と こ ろ に あ り ，
か つ て の 満鉄 ピ ルや大和ホ テ ル も 名 称 を こ そ 変 え ， 昔
な が ら の た た ず ま い で 中 山 広 場 に 面 し て 立 っ て い る 。
東 京 駅 を 模 し て 建造 さ れ た 赤 レ ン ガ の 漕陽駅 は ， 偽 満
洲 国 （ 中 国 で は そ の よ う に 呼 称 さ れ る ） の 面影 を い や
が お う で も 妨梯 と さ せ る 。

人文学部助教授 檀 上 寛

こ を 訪れた 内藤湖南 （ 日 本の 東 洋 史 学 の 開 拓 者 ） が ．
『満文老柏』 と い う 清朝 史 に 関 す る 貴 重 な 資 料 を 発 見
し た こ と は ， あ ま り に も 有 名 。 こ の ほ か 清 の 太 祖 ヌ ル
ハ チ の 陵墓福陵， 同 じ く 太宗 ホ ン ダ イ ジ の 昭 陵 な ど ，
清 朝 ゆ か り の 史蹟 は 数 多 い 。 征 服 王朝で あ る 清朝 と 日
本の健儲政権 で あ る 満 洲 因。 こ の 二つ の 帝 国 の 痕 跡 を
い ま な お と ど め る 都市が， 漕 陽 に 他 な ら な い。

企 藩陽の故宮の中心的な建物である大政殿

現在で は 中 国 第 四 番 目 の 大都市 に 成 長 し た 漕 陽 は ．
ま た 東北随一 の 工業都市 で も あ る 。 市の 中心部に あ る
太原街は活気 に 溢れ． 行 き 交 う 人の服装 も 随 分華 や か
だ 。 商店に は 多 く の 品物が所狭 し と 積 ま れ， こ こ 数 年
来， 急 激 な 勢 い で人 々 を 消 費経 済の 中 に 巻 き 込 ん で い
る こ と を 伺わせ る 。 し か し ， そ の 一方で性急 な 近 代 化
政策は環境 を 破壊 し ． 空 気 の 汚 染 な どが 問題化 し て い
る と も 聞 く 。 漕陽を離れて 気づ く のだが， そ の 空 に は コ

企 東京駅 を 模 し て 建造 さ れた 赤 レ ン ガの藩陽 常 に 重 く 厚 い ス モ ッ グ が た ち こ め て い る 。 か つ て 日 本
駅は． 旧 満洲 国 を 訪備 さ せ て く れる が た ど っ た の と 同 じ 道 程 を ． 今の漕陽に 見 る 思 い が し コ

た 。 遼寧大学は市の北よ り の 文教地区 に あ り ， 1 5 の
渚陽 は ま た 満洲 族 清 朝 ( 1616～ 191 1 ） の 発 祥 の 地 で 学 部 と 2 つの学院 5 つ の研究所か ら な る 総合 大 学 で

あ り ， 清 朝 が 1 644年 に 北京遷都を し た の ち は ， 副 都 盛 あ る 。 教 職 員 の 数 は 約 2 ,000人， 学 生 数 約 4 , 500 人 （本
京 と し て 東 北地方の 中心地であ り 続 け た 。 北 京 に は 規 科 生 の み ） 。 富大 よ り は る か に 広 い キ ャ ン パ ス に は 講
模 で劣 る も の の ， 渚 陽 に も 故宮が あ り ， 明 治 の 末 に そ 義 棟 の ほ か に 学生や教職員の宿舎 ・ 医院 ・ 食堂 ・ 商店 ・

- 25 -



1 平成 2 年1 2月 発行 学

書 店等 が 立 ち 並ぶ 。 こ れ は 中 国 の 大学の特徴 で も あ る
の だ が ， 大学 自 体 が 一 つ の 完結 し た 生活空間 を な し て
い る わ け だ 。

私 を 受 け 入れ て く れた の は歴 史 系 （系は 日 本 の 学 部
に ほ ぼ 相 当 ） で． 孫文 良教授 が 共 同 研究者 に な っ て く
だ さ っ た 。 氏 の 専 門 は 明 清 史 と り わ け満 洲 史 で． こ の
方 面 の 研 究で は 中 国 で の 指 導 的 立場 に あ る 。 最近， 大
著 『満族大辞典』 を 出 版 さ れた の で， 日 本の 研 究 者 も
ま も な く そ の 恩 恵 に 浴す る こ と だ ろ う 。 も と も と 遼 寧
大学の 歴 史 系 で は ， 漕陽の地理 的 ・ 歴 史的条 件を 反 映
し て 清 朝 史 の 研 究 が 盛 ん で あ る 。 地域 に 根差 し た 研 究
は 中 国 の 研 究 機 関 の 特徴 で も あ る が ， 清 朝 史 研 究 の 最
前線で活躍す る 多 く の 学 者 と 交流 で き た こ と は ． 私 に
と っ て 大 き な幸 せ で あ っ た 。

こ の ほ か 日 本 に 対す る 研 究 も 盛 ん で， 当大学の 日 本
研究所 は 中 国 で 最 初 の 日 本 研究 機 関 だ と い う 。 機 関 雑
誌 『 日 本研究』 を 見れ ば 研 究 者 の 関心 の所 在 を 知 る
こ と が で き る が ． そ の 多 く は 明治 以 後 に 集 中 し て い る
よ う だ 。 開 国後 百年 足 ら ず で近 代 化 を 達 成 し た 日 本 。
そ の 日 本 を 徹底 し て 解剖 し 自 国 の 国家建設 に 役 立 て
よ う と い う 中 国 の 研 究 者 の 意気込 み が 伝 わ っ て く る 。
こ れは 最近の 日 本 の 若手 研 究 者 の 多 く が， 中 国 近 代 史
を 敬 遠 し て い る 現実 と 好対 照 を な す 。 両 国 の 置か れ て
い る 現 状 と 課 題 意識の相違 が研究面 に も 現れて い る わ
け だ 。 こ の 間 隙 は どの よ う に し て 埋 め る こ と が で き る
の だ ろ う か 。 考 え さ せ ら れ る 問題 で は あ る 。

企 遼寧大学歴 史 茶 の ス タ ッ フ と 記念のスナ ッ プ

〔写真前 列右から 2 人 目 が 孫文良教授． 中央が筆者〕

漕 陽 滞在 中 に は 多 く の 方 々 と 交 流 す る 機 会 を 得 た 。
な か で も 私 の 日 常 生 活 全般 の面倒 を み て く だ さ っ た 外
事処 （ 国 際 交 流 課 ） の ス タ ッ フ と は ， 公 的 な 立 場 を 離

幸R 第321 号
れ て お付 き 合 い し て い た だ い た 。 も と も と 中 国 人 は 外
国 人であ ろ う と （ あ る い は 外 国 人 だ か ら こ そ ） ． 中 国
文 化 を 共有す る も の に 対 し て は 極 め て 親近 感 を 示 す 。
中 国語が喋れ る と か， 中 国文化 に 興 味 が あ る と か で ，
時 と し て 身 内 の よ う に あっかわれ る こ と が あ る 。 そ れ
は 自 国の文化 に対す る 絶対的 な 自 信 の 現 わ れ で あ り ，
中 華思想の 裏 返 し で も あ る の だ が ， 一面では 日 本 社 会
に は な い 包 容 力 を 中 国社会は 持 っ て い る 。 た ま た ま 中
国文化の 共 有 者 で あ っ た た め 本 音 の 部 分 で彼 ら と 接
触 で き た こ と は ． 今 回 の 訪 中 の 大 き な収穫であ っ た 。

私が漕陽 を 離れ た 十 月 の 末 は ， す で に 夜 間の 気 温 は
零度 を 下 回 っ て い た 。 最 も 寒 い 二 月 に は マ イ ナ ス 30度
以下 に な る こ と も あ る と い う 。 丁度寒 さ を 避 け る か の
よ う に 帰 国 し た私は． 洛陽の厳 寒 の 季 節 を 知 ら な い 。
彼 ら と 生活 感 覚 を 共 有す る た め に も ． 次 回 の 訪 問 は 冬
期 に 行 う べ き だ ろ う か。 漕陽滞在の 日 々 が し き り に 思
い 出 さ れ る 今 日 こ の 頃 で あ る 。

筆者は， 平成 2 年度本学国 際交流事業基金第 1
種海外派遣 事業（A） に 採択 さ れ， 平成 2 年 8 月 29 日
か ら 平成 2 年 1 1 月 1 日 ま で の 間 「渚 陽 に お け る 明
清時代 の 史 跡調査及 び 明 清研究者 と の 意 見交換J
を 研究 テ ー マ と し て ． 中国漕陽大学へ 外 国 出 張 さ
れ ま し た 。

nhu
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（政令）

。 毒物及 び劇物取締法施行令の 一 部 を 改
正 す る 政令 （275)

。 毒物及び劇物指定令の 一部 を 改正す る
政令 （276)

。 国 立学校設置法施行令 の一部 を 改正す
る 政令 （287)

。 臨 時 行政 改革推進審議会設 置 法 の 施行
期 日 を 定 め る 政令 （314)

。 臨 時行 政 改 革推進審議会設置法施行令
(315) 

（省 令）

。 毒 物及 び劇物取締法施行規則 の 一 部 を
改 正す る 省 令 （厚生50)

。 国 立学校設置法施行 規 則 の 一 部 を 改正
す る 省 令 （文部24 )

。 国 立大学の学科及び課程並 び に 講座 及
び学科 目 に 関 す る 省令の一部を 改正す
る 省令 （ 同 25)

。 教 育 公 務 員 特例法施行令第 1 条 の規定
に 基づ き 大 学 院 に 置 か れ る 研究科の長
を 定 め る 省 令の一部を 改正す る 省 令

（ 同 26)
。 旅券法施行 規 則 の 一 部 を 改正す る 省 令

（外務 8 ) 
。 国 立 の 学校 に お け る 授業 料 そ の 他 の 費

9 .  2 1  

9 .  

9 .  28 

10 .  30 

10 .  30 

9 . 

10. 

10. 

10. 

10. 22 

2 1  

用 に 関 す る 省令の一部 を 改正す る 省令
（文部28)

（規則）

。 人事院規則 9 - 80 （扶養手 当 ） の 一部
を 改正す る 人事院規則
（人事院 9 - 80 ー 2 ) 

。 人事院規 則 1 6- 0 （職員 の 災害補償 ）
の一部 を 改正す る 人事院規則

（ 同 1 6- 0 - 10) 
。 人事院規則16- 3 （災害 を 受 け た 職員

の福祉施設 ） の 一部 を 改正す る 人事 院
規則 （ 同 16- 3 - 13)

。 人事院規則 16 - 4 （補償及 び福祉施設
の実施） の一部 を 改正す る 人事院規則

（ 同 1 6 - 4 - 7 )  
。 計算証 明 規則 の 一 部 を 改正す る 規則

（会計検査院 5 )
（告示）

。 平成 3 年度科学研究費補助金の計画書
の 提 出 期 間を定め る 件 （文部103)

。 行政機関の保有す る 電子計算機処理 に
係 る 個 人情報の保 護 に 関す る 法律の規
定 に 基づ き ， 行政機関が平成 2 年 9 月
20 日 現在で保有 し て い る 個 人情報 フ ァ
イ ノレ及び保有 を や め た 個 人情報 フ ァ イ
ルを告示 （総務庁7 1 )

2 1  

諸 AA
玄 議

第3 回 大学院委員会（9 月 1 3 日 ）
（審議事項）

(1) 平成 3 年 度 富 山 大学大学院人文科学研究科 （ 修
士課程 ） 学 生募 集 要 項 に つ い て

(2) 平 成 3 年 度 富 山 大学 大学 院理学研究科 （修 士 課
程 ） 及 び 工学研究科 （修士課程 ） 入学試 験 合 格 者

の判定 に つ い て
(3) そ の 他

大学院設置基準の改正 に つ い て

1 1 .  

9 .  1 

9 .  29 

9 .  29 

9 .  29 

1 1 .  1 

9 . 5 

10. 

第5 回 入学試験管理委員会 ・ 第5 回 入学者選抜方法 研

究委員会の合同委員会 （9 月 18日）

司lqL
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（審議事項）

品Lι寸ー

(1) 富 山 大学 入学者選抜健康診断判定基準 に つ い て
(2) 平成 3 年 度 富 山 大学学生募 集 要 項 （推 薦 入 学 ．

帰 国 子女 ・ 社 会 人特 別 選抜 ） 〈案 ） に つ い て
(3) 平成 3 年度私費外 国 人留学生 募集要項（案 ） に つ

い て

報 第32 1 号
第 2 回廃液処理施設運営委員会 (10月 9 日）

（議 題）

(1) 運営委員長の選 出 に つ い て
(2) 平成 2 年度運営 費予算 に つ い て
(3) そ の 他

(4) 平成 4 年 度 入学試験 の実施方式 ・ 日 程等 に つ い 第 1 回 保健管理センター運営委 員 会 (10月 12 日）

て （審議事項）

第 6 回 事務協議会 （ 9 月 18 日）

（議 題）

(1) 当面の 諸 問題 に つ い て

第 2 国 体育部 会 （ 9 月 19 日）

（議 題）

(1) 平成 2 年度体育系 サ ー ク ル リ ー ダ一 研 修会 に つ
い て

(2) そ の他

第3 田 補導協議会 （ 9 月 20 日）

（審議事項）

(1 )  平成 2 年度体育系 サ ー ク ノレ リ ー ダー 研修会 に つ
い て

(2) 平成 2 年度厚生補導研究会 に つ い て
(3) そ の 他

第 6 回 評議会 （ 9 月 21 日）

（審議事項）

(1) 富 山大学教養部規則 の一部改正 に つ い て
(2) 平成 3 年 度 富 山大学学生募 集 要 項 （推 薦 入 学 ，

帰 国 子女 ・ 社会人特別選按） に つ い て
(3) 平成 2 年 9 月 卒業 者 の 認定 に つ い て
(4) 平成 4 年度入学試験 の 実施 方 式 ・ 日 程等 に つ い

て

第 1 回 レ ク リ ェ ー シ ョ ン委 員 会 (10月 8 日）

（議 題）

(1) 平成 2 年度職員厚生経費の 使 用 計画 に つ い て
(2) そ の 他

第 7 回 事務協議会 (10月 9 日）

（議 題）

(1)  当面の 諸 問題 に つ い て

- 28 -

(1) 平成 2 年度保健管理セ ン タ ー 運 営 費 予 算 （案 ） に
つ い て

(2) 平成 2 年度保健管理 セ ン タ ー 業 務 計 画 （案 ） に つ
い て

(3) そ の 他

第 6 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 6 回 入学者選抜方 法 研

究委員会の合同委員 会 (10月 16 日）

（審議事項）

(1) 平成 3 年 度 富 山 大学学生募集要項（案 ） に つ い
て

(2) 平成 4 年度入学試験の実施方式等 に つ い て

第 7 回 評議会 (10月 1 9 日）

（審議事項）

(1) 平成 3 年度富 山 大学学生募集要項 に つ い て
(2) 平成 4 年度入学試験の実施方式等 に つ い て
(3) 平成 2 年 9 月 卒業者の認定 に つ い て
(4) 転学部 に つ い て

第3 国学園 ニ ュ ー ス 編集委員会 (10月 18 日）

（審議事項）

(1) 第70号学 園 ニ ュ ー ス の編 集 に つ い て
(2) 第71 号学園ニ ュ ー ス の 発 行 に つ い て

第5 回学寮補導委員会 (10月 19 日）

（審議事項）

(1) 風 呂 用 温水 ボ イ ラ ー 燃 料 費 に つ い て
(2) そ の 他

第 2 田 富 山 県留学生等交流推進会議運営委員会

(10月 22 日）

（議 題）

( 1 )  富 山 県 内在住の外 国 人 留学 生 の 支援方策等 に つ
い て

(2) そ の 他
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第 4 回 補導協議会 (10月 23 日 ）

（ 審 議事項 ）
( 1 )  当面の諸 問 題 に つ い て
(2) そ の 他

学

第 8 回 事務協議会 (10月 24 日 ）
（議 題 ）

(1) 当 面 の 諸 問題 に つ い て

第 2 回 施設整備委 員 会 （持 ち 回 り ） ( 1 0月 24 日 ）
（議 題 ）

(1) 富 山大学五福構 内 除雪用機具庫新営工事 に 伴 う
設 置場所 に つ い て

第 2 回情報処理 セ ン タ ー運 営 委員 会 ( 10月 25 日 ）
（ 審議事項 ）

(1) 平成元年 度 決 算 及 び 平 成 2 年度 予 算 （ 案 ） に つ
い て

(2) そ の 他

報

第79回 構 内 交通対策委員会 (10月 26 日 ）
（ 議 題 ）

( 1 )  富 山 大学五福地区構 内交通規制 に 関 す る 実施 細

第32 1 号

目 の 見 直 し に つ い て
(2) マ ニ ュ ア ルの手 直 し に つ い て
(3) 大学周 辺 の無断駐 車 に 対 す る 対 策 に つ い て
(4) そ の 他

第 1 回大学入試セ ン タ ー試験 実 施委員会 ( 1 0月 30 日 ）
（ 審議事項 ）

(1) 平成 3 年度大学 入試セ ン タ ー 試験富 山大学試 験
場 に お け る 富 山 県 立大学の 参 画 に つ い て

第 8 回評議会 （臨時） ( 1 0月 30 日 ）
（ 審議事項 ）

(1) 一部学生の行動 に 対す る 対応 に つ い て

第 9 回事務協議会 (10月 31 日 ）
（ 審議事項 ）

(1) 当 面 の 諸 問題 に つ い て
(2) そ の 他

＠＂＂＂＇岨咽＂＂＇日＂岨le@＂＂＂＇＂＂＂皆幅四沼恒＂＇＇幅市2岨百＂岨＂＂＂＂�

学 内 規 則
＠－岨時制酎宅起岨暗＂岨暗＂＂＇国劇罰日以JC�揮官＂＂＇咽�.uoe贈'"10\!)

富山大学教養部規則の一部改正

富 山 大学教養部規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次の と お り 制定す る 。
平成 2 年 9 月 21 日

富 山大学教養部 規則 の一部 を改正する規則

富 山 大学教養部規則 （昭和42年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改 正す る 。

第 4 条 に 次の 1 項 を 加 え る 。
2 前 項 の 別 表 1 に 掲げ る 日 本語 及 び 日 本事情 に 関 す

る 科 目 は ． 学則第58条第 1 項 の規定 に 基づ く 外 国 人
留 学 生 に 対 し て 開設す る も の と す る 。
第 5 条第 1 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(4) 外 国 人 留 学生 が 前 条 第 2 項 に 規定す る 日 本語 及

び 日 本事情 に 関す る 科 目 を 履 修 し ， そ の 単 位 を 修
得 し た と き は ， 別 に 定 め る と こ ろ に よ り ， こ れ ら
の 単 位 を も っ て 前各 号 に 規定す る 授業科 目 の 単 位

富 山 大学長 大井 信 ー
に代 え る こ と が で き る 。

唱EA一
唱E－一
nノ“

一
義一
義一
技

一
講一
講一
実

一
育一
健一
育

一
体一
保一
体

一
育

一

体

一

健
一

保

（

 

一
健

目；

 

一

孟牟・

中
一

育

劇

」
保

体

－HU

rl

 

ロD

」 を
「

保 健 体 育 講 義
保 健 体 育 保 健 講 義

体 育 科 目 体 育 実 技 2 
日 本 語 及 び 日 本 日 本 語 ・ 日 本 語 8 
事情に関する科目 日 本 事 情 日 本 事 情 6 J に改 め る 。
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附 則
こ の 規 則 は ， 平 成 2 年 9 月 21 日 か ら 施行 し ， 平 成 2

年 6 月 8 日 か ら 適用 す る 。

報 第321 号
砂 富 山大学教養部 規則の改正理 由

国 立大学の 学科及び課程 並 び に 講座及び学科 目 に 関
す る 省令の 一 部 を 改正す る 省 令 （平成 2 年 6 月 8 日 文
部 省 令 第 16号 ） の施行 に 伴 い ． 日 本語 ・ 日 本 事 情 に 関
す る 授業科 目 を 新 た に 開設 し 教 育 内 容 の 充実 を 図 る
た め 所要事項 を 改 め る 。

…

川
…

：雪完成2薄；：康教職員文化濠
一一一一 教 職 員 及 び そ の 家 族 か ら 約 90 点 の 出 展 一一一一

富 山 大学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 文化部会 と 文部 省
共済組合富 山 大 学 支 部 の 共 催 に よ り ． 去 る 1 1 月 7 日
（水 ） か ら 1 1 月 9 日 （金 ） ま で の 3 日 間 に わ た っ て 学
生会館 に お い て ， 平成 2 年度教職員文化展が開催 さ れ
ま し た 。

平成 2 年度 （第32 回 ） 教育 ・ 文化週間に ち な ん で 実
施 さ れ た こ の 文化展 に は 本学教職員 及 び そ の 家 族 か
ら 出 品 さ れた 華道23点 ， 手芸22点 ， 書道 5 点． 絵 画 13
点， 写 真 18 点 及 び盆景 7 点 が展 示 さ れ． 出 展者 の 多 彩
な趣味 ・ 特技 に は 目 を 見 張 る も の が あ り ， 大変好 評 を
博 し ま し た 。

nj ij
i
j
J44A

 

nu
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な お ， 成績は次の と お り で し た 。

工学部 チ ー ム
経済学部 ・附属図書館 チ ー ム

勝
勝

優
次

く学内野球大会〉

本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 体 育 部会野球班 と 文 部
省 共済 組合 富 山 大学支部共催 に よ る 平成 2 年度部局対
抗野球大会が， 9 ・ 10 月 の 昼休み を 利 用 し て 本 学 グ ラ
ン ド で実施 さ れ ， 熱戦が繰 り 広げ ら れ ま し た 。

。
工学部

9 

2 

hilt
教教

1 1  

経
済

3 （抽選勝）

本工

気合いの入 っ た優勝決定戦 （1 0月 25日）• 

育
学

養
図
書

学

3 

人
文
・

理
学
部

な お ， 成 績 は 次の と お り で し た 。
優 勝 本部 チ ー ム

勝 教養部チ ー ム次

部

く学内 バ ド ミ ン ト ン大会〉

本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会体 育 部会バ ド ミ ン ト ン
班 と 文部省共済組合 富 山 大学支部共 催 に よ る 平成 2 年
度学内 バ ド ミ ン ト ン 大会が， 去 る 10月 13 日 （ 土 ） 本 学
体 育 館 に お い て 実施 さ れ． 熱戦が 繰 り 広げ ら れ ま し た 。
予選A グ ル ー プ 予選 B グ ルー プ

部部部

2 
本部

（決勝 ト ー ナ メ ン 卜 戦 ）

3 

（人
文
・

理）

2
位テ
lム

A
ブ
ロッ
ク
の
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（教
養
部）

1
位
チ
lム

Bブ
ロッ
ク
の

（経
済・
図書）

2
位
チ
lム

B
プ
ロッ
ク
の

（本

部）

1
位テ
l

ム

A
ブ
ロッ
ク
の

教
学

育
牽歪 教 ）｜贋済

養
国部 書 部 位

教
育
学

部
2-3 1 -4 3 

経済 � 4-1 1 -4 2 
書図

教 � 養 4- 1  4”l  

部

)I顕

位

工
学
部

人
文
・

理

本

2 

3 

部一
人
文
・

理
工
学
部
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く学内卓球大会〉

本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員会体育 部会卓球班 と 文 部
省共済組合 富 山 大学支部共催 に よ る 平 成 2 年度学 内 卓
球大会が， 去 る 1 1 月 10 日 （ 土 ） 本 学 第 2 体 育 館 に お い
て 実施 さ れ ま し た 。

本 大 会 は ， 各部局か ら 選抜 さ れ た 約50名 の 参 加 者 を
得 て ． 団 体 戦 及 び 個 人戦 に よ り 熱 戦 が 繰 り 広 げ ら れ ．
成 績 は 次 の と お り で し た 。

. 寒 さ を 吹 き飛ば し ． 熱気が溢れた卓球大会

戦グけソ

＼ノ

選
ゲ

予

一

戦
リ

体
A

B－
団
く

事平－ 第32 1 号

＼＼ 本 部 教育学部 工 学 部 順位

本 部 ＼＼ 3 - 2 1 - 4 2 位

教育学部 2 - 3  ＼＼ 1 - 4 3 位

工 学 部 4 - 1 4 - 1 ＼＼ 1 位

く B リ ー ゲ〉

＼＼ 教 養 部 人文学
学

部 経・ 済図学書部館順位・ 理 部
教 養 部 ＼

＼ 3 - 2 2 - 3 2 位
人文理学

学
部 2 - 3 I� 2 - 3 3 位部

経・ 済図学書部館 3 - 2 3 - 2 ＼＼ 1 位

0団体戦 優 勝 工学部チ ー ム
次 勝 本部チ ー ム
3 位 教養部 チ ー ム

O個人戦 （ 男 子の 部 ）
優 勝 寺 尾 清 志 （附属図書館）
次 勝 小 林 司 （教 養 部 ）
3 位 絹 石 達 也 （教 育 学 部 ）

0個人戦 （女子の部）
優 勝 絹 石 世志子 （間属 図書 館 ）

団体戦決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦 次 勝 神 名 智 子 （附属図書館）
3 位 安 田 京 子 （工 学 部 ）

工 学 部

3 2 

5 。 3 2 

A ブ ロ ッ ク（ の 1 位 〉
工 学 部

B ブ ロ ッ ク
〈 の 2 位 〉

教 養 部

( 3 位決定戦 ）
3 

教 養 部

A プ ロ
〈 の 2 位ク〉

本 部
(

B;7�ク 〉
経済 ・ 図書

教養部
2 

経済 ・ 図書

- 32 -
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海 外 渡 航 者
＠必勘定畠－命＂＂＂勘定泡岨暗�＂＂市－岨四�＂＂＇竃泡唱団泡必酎包泡＂＂＂＂

（平成2年 9 月）

渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

経 済 学 部 助 教 授 志 津 田 一 彦 連
ア
ド イ

メ
ツ
合
リ

連
カ
邦

合
王
共

衆
和

国
国

国
担

研
「海

物
事先取特権 ・ 抵当権 （船舶 2 .  9 .  1 

保
究

権） の比較法的分析J の
2 .  IO. 31 

理 学 部 助 手 川 田 邦 夫 プ 一 タ ン プー タ ン ・ ヒ マ ラ ヤ氷河の調査
2 .  9 .  19 
2 .  10. 3 

工 学 部 助 教 授 上 羽 弘 ア メ リ カ 合 衆 国 第
国際

6
会
関
回

議
す

固体
に
る

表
研
出

面
席

究
の振動に 関す る 2 .  9 .  9 

外 国 出 張
カ ナ ダ 象 に

及討論び表面振動現 2 .  9 お
，， 教 授 女 川 博 義 オ フ ン ダ 議

集
第
に
10回

出席
デ

及
ィ

び
ス

討
プ

論
レ

，
イ 研

研
究

究
国
資

際
料

会
収

2 .  9 .  23 
2 9 . 却

，， 講 師 桑 原 道 夫 ，， ，， ，， 

教 養 部 教 授 中 越 矩 方 ス イ ス ， フ フ ン ス 代数体の類数の研究
2 .  9 .  4 

オ ー ス ト リ ア 2 . 1 1 .  3 

経 済 学 部 助 教 授 西 村 秀 二 大 韓 民 国 行刑施設見学並びに刑法 ・ 少年 2 .  9 .  16 
法の研究会出席 2 .  9 .  20 

II ，， 長 久 良 一 ア メ リ カ 合 衆 国 数理経済学 ・ ゲー ム理論 ・ 社会 2 .  9 .  30 
的選択理論に関す る 研究 3 .  9 . 却

理 学 部 ，， 佐 竹 洋 オ ー ス ト ラ リ ア 第 7 回国際地質年代学 ・ 宇宙年 2 .  9 .  18  
代学 ・ 同位体地質学会議 に 出 席 2 .  9 .  30 

教 養 部 教 授 桂 木 健 次 ソ ビ エ 卜 連 邦 極東 ・ シ ベ リ ア地域に お け る 環 2 .  9 .  3 

海外 研修旅行
境問題の調査研究 2 .  9 .  17 

，， ，， 藤 井 昭 二 ，， ，， ，， 

，， 助 教 授 奥 村 譲 連 iロ>. 王 国 14世紀写本及び15世紀刊 本 に お 2 .  9 .  3 
け る 英語方言の研究 3 . 10. 3 

，， 教 授 気 賀 津 保 規 中 華 人 民 共 和 国 第 1 団法文寺文化国際 シ ン ポ ジ 2 .  9 .  7 
ウ ム に 出席及び資料収集 2 .  9 .  19 

，， 講 師 井 上 逸 兵 ア メ リ カ 合 衆 国 文化記号論的 ア メ リ カ 研究 に 関 2 .  9 .  22 
す る 研究資料収集 2 .  9 .  29 

（平成2年10月）

渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

人 文 学 部 助 教 授 末 原 達 郎 フ ラ ン ス， ベ ル ギ ー ア
市
た
フ リ カ ・

関
イ ス ブ ー ム に お け る 2 .  IO. 20 

ザ イ ー ノレ， jレ ワ ン ダ
都 一 農村 係の動態比較研究
の め 3 2 .  20 

外 国 出 張 教 育 学 部 教 授 永 野 弘 ア メ リ カ 合 衆 国 第 6 回国際冷凍機会議に 出 席 の 2 . 10. 23 
た め 2 .  10. 30 

教
附属
育

中
学
学 校部

ハ ン ガ リ ー 諸 外 国 の 教育 ・文化の実情 を 視 察 し ， 2 .  I O. 25 
教 諭 小 津 糊 フ ラ ンス， ス ペイ ン 国際的視野 に 立 っ た 識 見 及 び 教 職 に

ア メ リ カ 合 衆 国 対 す る 誇 り と 自 覚 を 高 め る 2 1 1 .  18 

円台U丹、リ
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理 学 部 教 授 杉 田 吉 充 中 華 人 民 共 和 国 「結晶
ポ成

ジ
長ウ

と 評価 － m に 関す る 2 .  10. 7 
打シ ン ム 」 に 出席及び研究

合せ 2 10. 20 
，， ，， 佐藤 清 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 第35 回磁性と 磁性材料に 関す る 2 10. 27 

年会議に 出席及び研究打合せ 2 . 1 1 .  7 

工 学 部 ，， 時 沢 貢 中 華 人 民 共 和 国 第 2 回 ア ル ミ ニ ウ ム 合金国際会 2 . 10. 8 

外 国 出 張
議に 出席及び研究資料の収集 2 .  10. 15 

，， 助 教 授 松 木 賢 司 II ，， ，， 

II 文部技官 松 田 健 二 ，， 第 2 回 ア ル ミ ニ ウ ム合金国際会 2 .  10 .  8 
議に出席 2 .  10 .  14  

，， 助 手 山 田 茂 連合王 国， カ ナ ダ， 合切成削多
性
結
能

晶
と 摩ダ耗イ 機

ヤ モ ン ド工具の 2 .  10. 22 
． 

ア メ リ カ 合 衆 国 究
構に関す る 研 3 .  8 .  21  

人 文 学 部 教 授 藤 井 一 行 ソ ビ エ ト 連 邦 イ ル ク ー ツ ク 諸大学に お け る 外 2 .  10. 8 
国語教育の視察及び学術交流 2 .  10. 1 5  

経 済 学 部 ，， 武 井 勲 シ ン ガ ポ ー ル リ ス ク ・ マネ ジ メ ン ト の 国際会 2 .  10 .  27 

海外研修旅行
議に 出席のため 2 . 1 1 .  1 

，， 助 教 授 酒 井 富 夫 大 韓 民 国 日 韓学術セ ミ ナ ー 「農政改革の 2 .  10. 2.8 
国際比較」 に 出席のため 2 . 1 1 .  1 

工 学 部 助 手 高 橋 隆 一 ア メ リ カ 合 衆 国
究
第
に

3
資出
5

席
回

料
磁
及の

性
収び
理

磁
集

論
性薄
・ 磁膜性

に
材関料す

会
る

議
研

2 .  10. 27 
2 . 1 1 .  3 

（平成2年1 1 月）

渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

瑞 枝 連 tロ>. 王 国 16- 17世紀のイ ン プ レー サ に 関 2 .  ：�· 27 人 文 学 部 講 師 岩 井
フ フ ン ス する 資料閲覧のため 2 . 16  

及
1
る
99

研
び

0年
多

究
秋層
資

季膜
料

電
材

の
料

収
子

科
集
デ学バ会

イ 議ス に
に 関出 す

席 2 .  ��· 26 工 学 部 助 手 高 橋 隆 一 ア メ リ カ 合 衆 国
外 国 出 張 2 .  . 2 

KAIKO帯
席
－の

及
N
流

び
A体

研
N
究
にK

打
関Aす

合
I 計

せ
る

画
国際

「
会沈 2 .  : : · 4 

教 養 部 助 教 授 竹 内 章 ブ フ ン ス み
議
込
」

み
出 2 .  . 1 3  

2 .  ：�· 19  
，， ，， II 中 華 人 民 共 和 国 日 中地震予知研究のため

2 .  . 2 

海外 研修旅行 人 文 学 部 教 授 平 田 品宅 ア メ リ カ 合 衆 国 CCAS （ ア メ リ カ 人文 ・ 理学部 2 . 1 1 . 13 
会議 ） の総会出席及び学術交流 2 . 1 1 . 27 

S4・円喝U
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富山大学名誉教擾 植木忠夫氏逝去

本 学 名 誉教授植 木 忠
夫 氏 が， 平 成 2 年 1 1 月
1 1 日 ， 心不全 の た め 逝
去 さ れ ま し た 。 享 年 9 1
蔵。

同 氏 は ， 昭和 3 年 3
月 東北大学理学部 を 卒
業 と 同 時 に 富 山 高 等 学
校講師， 同 年 6 月 同 教
授． 昭和24年 6 月 富 山
大 学 発足 と 同 時 に 教 授

と な り ， 同40年 3 月 停年 に よ り 退 官 さ れ ま し た 。
ま た ， 退 官 後 は ， 昭和49年 3 月 ま で富 山女 子 短 期 大

学教授 と し て 勤 務 さ れ， こ の 間40年余 り に 亘 り ， 温 厚
誠実， 明 朗 に し て ． し か も 恵 ま れた 健康 と 不損 不 屈 の
熱意 を も っ て 学 校教 育 の 向 上 と 研究 に 尽力 さ れ． 幾 多
の 英材 を 育 成す る と と も に 地方 に お け る 教 育 ． 文 化 の
発 展 に 多 大 の 貢 献 を さ れ ま し た 。

同 氏 は ， 富 山 高等学校着任以 来 富 山 県 の 生物相 分 布
の 解 明 を 研 究 の 主 眼 と さ れ， 特 に ． ミ ク リ ガ 池 や ミ ド
リ ガ 池． 地獄谷 な どの 湖 沼 を 中心 に 立 山 ・ 有 峰 盆 地 の
動物相や環境条 件の調査 に 当 た ら れ ， 「立 山 四 湖 の 陸
水 学 的 研 究J . 「ス ズ リ ガ池J . 「立 山 山 系 と そ の 周
辺地域 に お け る 小晴乳類． 有尾両棲類」 な ど 鳥 獣 ， 淡
水 魚 の 生 態 分 布 や陸水学的研究 に 関 す る 60余 篇 の 著 書
論 文 を 学 界誌 に 発表 さ れ ま し た 。

学 内 で は ， 評 議員 を 2 期併任． そ の 他補 導協 議 会 委
員 ， 一般教育 委 員 会委 員 ， 文化部会委員等本学 運 営 の
た め幾 多 の 委 員 を 歴任 さ れ， 特 に ， 昭和30年 8 月 学 生
相談所 創 設 と と も に 委 員 を 委嘱 さ れ て よ り 退官 に 至 る
ま での 間． 寝 食 も 忘れ て そ の 任 に 尽揮 さ れ ま し た 。

ま た ， 富 山 大学在 任 中 は ． 学生の課外活動 指 導 に も
力 を 注がれ． 富 山 大 学 フ ィ ルハ ー モ ニ ー 管弦楽 団 や 富
山 大学 男 声 合 唱 団 を 創 設． 退官後も 富山大学 フ ィ ノレハー
モ ニ ー管弦楽団顧問 と し て 指導 に 当 た ら れ学 生 に 親 し
ま れ ま し た 。 そ の他， 富 山大学 ワ ン ダー フ ォ ー ゲ ノレ 部 ．
富 山 大学学生文化研究会等の顧問 と し て も よ き 指 導 者
で あ り ， 血 の 通 っ た 教 育 に 研究 の 余 暇 を 鯵 げ ら れ ま し
内，」 。

学 内 では ， 自 然環境の保 全 に 力 を 注がれ， 特 に ， 日
本 に お け る 氷河時代の 遺存動物で あ る 特別 天然記念物
「雷鳥J の 保護増殖 に つ い て 研 究 さ れ る と と も に ， 昭
和36年 に 日 本で初め て 「県の 鳥」 と し て 特別 天 然 記 念
物の雷鳥が指定 さ れた 際 も ． こ れ を 県知 事 に 進 言 さ れ
ま し た 。 ま た ， 特別 天然記念物 「 カ モ シ カ 」 に つ い て
も 研究 さ れ， 人工増殖 に も 成功 さ れ ま し た 。

ま た ， 退 官 さ れた 昭和40年 10月 か ら 同43年 1 0 月 ま で
富 山 県教育委員会委員． 引 き 続 き 同44年 10月 ま で 問 委
員 会 委 員 長 を 勤 め ， 富 山 県の教育行政に 指導的役 割 を
果 た さ れ ま し た 。 更 に ． 富 山 歩 こ う 会 創設者， 会 長 と
し て 健 康 な 社会建設に 精進 さ れ る と と も に 富 山 県 自 然
環境保全審議会委員． 富 山 県 文 化 財 専 門 委 員 会 委 員 ．
富 山 県観光事業審議会委員． 富 山県生物学会会長 等 を
歴任 さ れ ま し た 。

こ れ ら の功 績 に よ り ， 昭和40年 4 月 富 山 大学 名 誉 教
授 の 称号 を 授 与 さ れ． 次 い で， 問45年 4 月 に は 勲 三 等
旭 日 中綬 章 を 受 け ら れ る と と も に ， 同47年 5 月 の 環 境
庁 長官賞， 同52年 5 月 の 日 本野鳥保護連盟総裁宮賞等々
多 く の 賞 を 受 賞 さ れ ま し た 。

こ こ に ， 同 氏 の 御功績を偲ぴ顕彰す る と と も に ， 御
冥 福 を 祈 り ， 謹 ん で哀悼の意を 表 し ま す 。

F「u円ペリ
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職 貝 3自 息

《新任 者住所》

事 務 局
文部事務官 松 田 信 和
（主計課管財係）

教育学部 附属小学校

教 諭 杉 本 豊 一
（算 数 ）

教 育 学 部

講 師 市 川 文 彦
（経 済 学 ）

教育学部 附属 養護学校

教 諭 松 田 由 美
（中 学 部 ）

経 済 学 部

経 済 学 部

教 授 中 島 信 之
（管理科学 ）
く経営統計〉

教 授 松 川 磁 文部事 務 官 作 弁
（庶務主任 ）

功
（政策科学 ）

教 養 部

助 教 授 吉 田 俊 則
（歴 史 学 ）

文 部 技 官 米 山 嘉 治
（生物反応化学 ）

講 師 水 谷 秀 樹

教 養 部

講 師 上 野 隆 一
（中 国 語 ）（保健体育 ）

《住 所 変 更》

人文学部 ・ 理学部

事 務 補 佐 員 亀 谷 順 子

（物理学 科 ）

。 退庁， 退室 の 際 に は ， 戸締 り の 徹 底 ・ 電 気， ガ ス の 消 し 忘 れ ， タ バ コ の 吸

殻の後始末 に十分注意 し ， 盗難の防止 ・ 火 災 の 予 防 に 心掛け ま し ょ う グ

。 電気， ガ ス ， 水 の 省 エ ネ ・ 省資源 に協 力 し ま し ょ う グ

nhv
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一一 た め に も 差 出 人 住 所 氏 名 を ！ 」一一 人 と 誤認 さ れ る 恐れが あ る の で， 受 i！ 「正 確 ・ 完全 」 に 記載す る こ 取 人 ・ 差 出 人 の 記 載位置 に 注意す る ！ ! 仇 切 で あ る 。 こ と 。 ! 

！ ※漢字でもよい国 ： 鱒国 ． 朝鮮民主主義人毘共和国 ． 台湾及ぴ中筆人民共和国 …………… , ! 
！ ※次の国名は、 略記 した り 、 略称を書〈 と返送される場合があるので注意のこ と 。 ； ． 差 出 人 の 住所 に は 郵便番 号 を ； ！ ： 大騨民園 恥oubli

朝鮮民主主義人民共和国 • De�ocratic People’s Republic of Korea ! · 名 あ て 地名 （地方名 ・ 州 名 等 ・ 日 本 j ! 
I 中華人民共和国 P印ple's Republic 川町 ； の 例 で は 都 道 府 県名 ） ・ 国 名 は 大 文 j ！ 

! 字 で （VARGINIA ,U.S A な ど ） l I 
i ・ 国 名 に ア ン ダー ラ イ ン を l ! 

ウー円ペυ
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。 郵便 薬害 。 巻物体の も の
（表面 ）

回Carte F。stale

::l2l--
ーーーーーーーー

一一一ー一

T。：

Mr.  Harold Jonts 
3025 Theresa Street, Apt 301 
Arlin�on, VA RGINIA 22207 

u. s. A. 

Fr。m :

Susurnu Y・mat。

2・3, Ogikub。 l ch。me
Suginami "ku TOKYO 

167 必旦旦

（ 通信文）

受取人住所氏名

帯 紙で ま と っ た 包装の場合は．
あ て 名 は帯 紙 に 記載 し な ければ
な ら な い 。

仕 方｜ （書状は 密封扱 い ですのでその他の国際郵便物の包装の仕方です。 ）の

�J 手
. 
MA 

一
一
，角H，・、，，－

一一

「 ノ リ 」や 「 セ ロ テ ー フ・J で と め な い こ と 。

! I包 装

少 な く と も 右半 分 は あ て
名 及び業務上の記載， 票
符 の ち ょ う 付 に あ て る

生す開

と き やす い ひ も を か包装紙 で 包み，
け る 。

。

\r: :) （新聞紙 な ど ）帯 封 を す る 。。

ふ た を 中 に 折 り 込む 。
（ ク リ ス マ ス ・ カ ー ド な ど ）

。

oo

 

nd
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� と め具 で
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、νてれpb vu 
魅示を用使キ品
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る
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鋭
る「lj六ll

ふ た を と め やす い ひ も か ，。

し一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ホ ッ チ キ ス の 使 用 ， 封筒の片すみの
切取 り は 開封 と な ら な い。

l�I �l 自 仇：

For postal inspection open here. 

1‘0 ．園町園剛・・ー・・園町旬，，．．． 

From －ー－ーー・ーー・喧司・・・・・・・・・－
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場
か
に
人

の
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部
取

簡
に
上
受

円
か
左
てflJ「li

粘 着 テ ー プ又は， 粘 着剤で開封 自 在
の 封 を す る 。 た だ し ． こ の場合， 封
じ 目 に 「開封 自 在J 及 び 英 文 で 印 刷

※ 

す る こ と 。

。

。
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本 音日

9 月 1 日

10～ 13 日

12～21 日

17～21 日

18～20 日

25～ 
10/12 日

26～27 日

1 0 月

2 日

12 日
13 日

17 日

18 日

19 日

20 日

21 日

お 日

昭 和 天 皇実録 資 料等視察 （宮 内 庁 ）
平成 2 年度文部省共済組合富 山地区共 同 事
業 体 育 大 会 （於 ・ 富 山大学）
第 3 回 （平成 2 年度 ） 北陸地区 国 立 学 校 等
監 督 者 研修

（於 ・ 富 山大学，
部課長会議
第 3 回 大学院委 員 会
第35 回 中部地 区 中 堅 係 員 研 修

（於 ： 名 古屋 合 同 庁 舎 ）

l ～ 2 日

1 ～ 3 日

l ～ 9 日

2 ～ 3 日

2 ～ 5 日

4 ～ 5 日

1 1 ～ 12 日

15 ～ 16 日

15 ～ 19 日

16 ～ 17 日

17～ 18 日

17～ 19 日

18 ～ 19 日

2 日

外 国 人留学 生 と の懇談会
（於 ： 国 立 立 山 少年 自 然の家）

平成 2 年度体育系 サ ー ク ノレ リ ー ダー 研修会
（於 ： 山 野 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ）

平 成 2 年度物品の定期検査
高等学校長協会 と 大学 と の懇談会
平成 2 年度 東 日 本地区 国語問題 研究協議会

（於 ： 富 山 大学）
平 成 2 年度東海 ・ 北陸地区 国立学校等 係 長
研修 （於 ： 愛知県岡 崎勤労福祉会館）
平成 2 年度 国立学校広報 ・ 文書研究協議会

（於 ： 奈 良女子大学 ・ 奈 良教 育 大 学 ）
第 1 1 回 国立大学学生部長協議会

（於 ： コ ー プ イ ン京 都 ）
第 l 回 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会
第 7 回事務協議会
部課長会議
第 2 回廃液処理施設運 営委員会
第ぉ 回東海 ・ 北陸地 区 国立大学事務 局 長 会
議 （於 － 浜松医科大学）
第 l 回保健管理セ ン タ ー運営委員会
学 内バ ド ミ ン ト ン大 会
健 康診断 （ 胃 ・ 肝機 能 ）
第 48回東海 ・ 北陸地区 国立大学長会議

（於 ： 名 古屋工業大学）
平成 2 年度富山地区 国 立学校事 務電算 化 要
員 養成研修会 （於 ： 富 山大学 ）
第 6 回 入学試験管理委員会 ・ 第 6 回 入 学 者
選抜方法研究委員会 の 合 同 委 員 会
第50回東海 ・ 北陸地 区 国立大学等施設 部 課
長 会 議 （於 ： ！愛知教 育 大学 ）
東海北陸地区 国立学校等安全管理協議会

（於 ： 福井大学 ）
第28 回 全 国厚生補導研究集会

（於 群馬県民会館）
コ ク ヨ （株） 近畿 富 山 ク ラ ブ来学
第 3 回学園 ニ ュ ー ス 編 集委員会
健康診断 （ 官 ・ 肝機 能 ）
第 26回41 国 立大学経理部長会議

国 立 立 山 少年 自 然 の 家 ）

会 計 係 長会議
平成 2 年度東海北陸地区 国 立学校等 会 計 事
務 職 員 研 修 （於 ： 高 岡短期大学）
第 6 回 事 務協議会
第 5 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 5 回 入学 者
選抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会
平成 2 年 度 国 立 学校事務電算化講習会

（於 ・ 石 川 厚 生年金会館）
富 山 消 防署 立 入検査
第 2 回 体 育 部会
平成 2 年度東海北陸地区管理事務協議会

（於 ： 名 古屋大学）
第 3 回補導協議会
第 6 回評議会
第 3 回部局長懇談会
第49 回 東海 ・ 北陸地区 国 立学校等庶務部 課
長 会 議 （於 － 名 古匡大学）
第 41 回 文 部 省 会 計事務特別研修

（於 ： 国立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念青少年 総 合 セ
ン タ ー ）
第53 回 国 立大学学生部次 長協議会

（於 ・ 富 山 医科薬科大学）
平成 2 年度富 山 大学学生健康保険組合理 事
三〉XS: 

1 日 自 家 用 電気工作物の立 入検査

8 日
9 日

12 日
13 日

16 日

18 日
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19 日 第 7 回評議会
第 5 回学寮補導委員会

学

（於 ： ま き び会 館 ）

22 日 第 2 回 富 山 県 留 学生 等 交 流推進会議運営 委
員 会

22～23 日 健 康 診 断 （循環器 ）
22～31 日 平成 2 年度北陸地区 国立学校事務電算化 担

当 職 員 研修 会
（於 ・ 辰 ロ 共 同 研 修 セ ン タ ー ． 金沢大学）

23 日 科学研究 費補助金の実地調査
第 4 回 補 導協議会

23～お 目 平成 2 年 度 国 立 学校事務長研修
（於 ： 国立教育会館）

24 日 第 2 団施設整備委員会 （持 ち 回 り ）
第 8 回 事務協議会

25 日 第 2 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会
25 ～26 日 健 康 診 断 （循環器 ）

第 1 1 回 国立大学等研究協力部課長会議
（於 ． 仙 台 ガ ー デ ン パ レ ス ）

第 72 回東 海 ・ 北陸地区 国 立大学学生部課長
会 議 （於 ： 福井パ レ ス ホ テ ノレ）

26 日 第79 回構 内交通対策委 員 会
29 日 水 素 同位体機能研究セ ン タ ー 設立 記 念講 演

,b ZS: 

羽 田 第 8 回評議会 （臨時 ）
教 育 訓練 （放射性 同位元素総合実験室）
第 1 回大学入試セ ン タ ー 試験実施委 員 会

31 日 第 9 回 事 務協議会
大学 ガ イ ダ ン ス セ ミ ナ ー

（於 ： 石川県婦人生活会館）

人 文 学 部

9 月 5 日 教 官 特 別 昇 給 委 員 会
学部 入学者選抜方法検討委員会
人文 科学研究科教務等検討委員会

7 日 予 算 委 員 会
8 ～ 9 日 真 率 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （字奈 月 温泉 ）

1 1 日 事 務 連絡会
12 日 教 授 会

人事教授会
人 文科学研究科委員会

報

14 日 前学期授業終了
17 日 学部防火管理定期査察
18 日 係 長会議
19 日 富 山 消防署立 入検査
26 日 教授会

人事教授会
28 日 9 月 卒業生 の卒業証書授与式

事 務 連絡会
1 0 月 8 日 物 品定期検査

1 1 日 学部教務委員会
教授会
人 事教授会
特定研究 に 関す る 打合せ会

第32 1 号

12 日 専 門教育課程移行 者オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
事 務連絡会

15 日 後学期授業開始
お 日 学部補導委員会
24 日 第 13 回 17大学人文系学部事務長会議

（於 ： 鹿 児 島 大 学 ）
お ～26 日 第 33 回 17大学人文系学部長会議

（於 ： 鹿 児 島 大 学 ）
31 日 学 部 ソ フ ト ボ ー ル ・ バ レ ー ボ ー ル大会

教 育 学 部

9 月 1 日 附 属 中学校第 2 学期始業式
附 属養護学校第 2 学期 始業式
附 属幼稚園 第 2 学期始業式

3 ～ 5 日 教 員 養成実地指導 （事前指導）
5 日 学部予算委員会

教育実習運営協議会
学部教務補 導 合 同 委 員 会
学部教務委員会

6 日 自 然観察実 習 セ ン タ ー 運営委員会
7 日 学部入学者選按方法検討委員会

学部補導委員会
10～ 12 日 平成 2 年度教員養成学部学生合宿研修 （ 秋

季 ） （於 ： 国立立 山少年 自 然の 家 ）
12 日 教授会

人 事教授会
学部教務委員会

13 日 学部予算委員会

- 4 1 -
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19 日 学部教務補導合 同 委 員 会

学部教務委員会
教 授 会
人事教授会

21 日 学 部 案 内 編 集 委 員 会
27 日 学部 入 学 者選抜方法検討委員会

27～28 日 平成 2 年度北陸地区教 員 養成学部事務 長 協
議 会 （於 ： 福井大学 ）

28～29 日 日 本教 育 大学協会北陸地 区会音楽部 門 研 究
協議会 （於 ： 富 山大学）

10 月 1 日 学部卒業式
附属学校運営委 員 会

2 ～ 3 日 平成 2 年度 東 日 本 地 区 国 語 問題研究協議会
4 ～ 5 日 日 本教 育 大学協会北陸地 区 会 国 語科 ・ 書 道

科 合 同研究協議会 （於 ： 信 州 大学）
4 ～ 6 日 全 日 本特殊教 育 研究 連 盟 全 国大会 （富 山 大

会 ） ・ 富 山 県特殊教育 研究大会
（於 ： 富 山 市 ）

5 日 学 部 補 導 委 員 会
物品定期検査

8 ～ 9 日 日 本教 育 大学協会学長 ・ 学部長等連絡協議
会 （於 ： 箱 根 ）

10～ 1 1 日 日 本教 育 大学協会 北陸地 区会理科研究協 議
会 （於 ： 富山大学）

1 1 日 全 国 国立大学附属学校連盟北信越地 区 副 校
園 長 会 （於 ： 妙高高 原 ）

12 日 日 本教 育 大学協会 全 国教 育 実 習研究部 門 第
4 回 理事会， 総会， 研究協議会

（於 ： 岐阜大学）
12～ 13 日 日 本教 育 大学協会北陸地 区会外 国 語 部 門 研

究協議会 （於 ： 信 州 大学）
全 国 国 立大学附属学校 連 盟北信越地区校 園
長会 及 び協議会 （於 ： 上越市）

13 日 平成 2 年度 日 本教育大学 協会研究集会
（於 ： 岐阜大学）

15 日 学部教務補導合 同 委 員 会
学部教務委員会
教 授 会

1 7 日 人 事 教授会
18～ 19 日 日 本教 育 大学協会北陸地 区会社会部 門 研 究

協 議 会 （於上越教育大学）
19～20 日 日 本教 育 大学協会北陸地区会保健体育科 研

究協議会
22 日 紀要編集委員会

（於 ： 富 山大学）

報 第321 号
23 日 学部補導委員会

学部案 内編集委員会
24 日 人 事教授会

お～26 日 秋 季 全 国 国 立大学教育学部長会議
（於 ： 茨城大学 ）

26 ～27 日 日 本教育大学協会北陸地区会数学部門 研 究
協議会 （於 ： 上越教 育大学）

29～30 日 日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・ 副学長 ・
学部長 ・ 学部教 員 合 同 会議

（於 ： 信 州 大学）
31 日 人 事教授会

経 済 学 部

9 月 1 日 授業再開
5 日 学部教務委員会

学部入学方法検討委員会
人 事教授会
教 授会

7 目 前学期授業終了
10 日 各種委員選考委員会
1 1 日 学部補導委員会

学部将来構想検討委 員 会
12 日 学部施設整備委員会

防火対策委員会
19 日 富 山 消 防署立 入検査
20 日 係 長会議
お 日 学部教務委員会

係 長会議
26 日 学部入学方法検討委 員 会

人 事教授会
教授会

29～30 日 経 済学部親睦会 レ ク リ エ ー シ ョ ン
（於 ： 片 山 津温泉 ）

10月 1 日 卒業証書授与式
3 日 学部将来構想検討委員会
4 日 物 品定期検査
5 日 転学部 ・ 転学科 出 願 者 の選考委員会

コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会
9 日 学部入学方法検討委 員 会

係 長会議
1 1 日 学部職業補 導委員会

円ノ』凋斗＆
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学 部 等 図 書 委 員 会
論 集 委 員 会
財 務 委 員 会
学 部 教 務 委 員 会
学部施設整備委員会
教 授 会
日 本 海経済研究所運営委 員 会

12 日 専 門 教育課程移行者オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
15 日 後学期授業開始
17 日 学部将来構想検討委員会

22～23 日 国 立 1 1 大学経済 ・ 経営学部教官懇談会
（於 ： 富 山大 学 ）

24 日 学部補 導委員会
論 集 委 員 会
教 授 会
助 手 室業務運営委員会

26 日 係長会議
31 日 日 本海経済研究所運営 委 員 会

学部教務委員会

理 学 部

9 月 3 日 学 科 主任会議
5 日 教 授 会

人 事 教授会
6 ～ 7 日 大学 院理学研究科 （修 士課程 ） 入 学 者 選 抜

試 験
8 ～ 9 日 真 率 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （宇奈月 温 泉 ）

10 日 学 術 講 演会
1 1 日 事 務 連絡会
12 日 理 学 研 究科委員 会
1 4 日 大学 院理学研究科 （修 士課程 ） 合 格 者 発 表

前学期授業終 了
17 日 学部 防火管理定期査察
18 日 係 長 会議
19 日 富 山 消 防署 立 入検査
21 日 学 科 主任 会 議
28 日 事 務 連 絡 会

10月 8 日 物 品定期検査
9 日 学部 入試改善委 員 会
1 1 日 動 物 実験委員会

教授会
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人事教授会

12 日 専 門教育課程移行者オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
事務連絡会

15 日 後学期授業開始
学部入試改善委員会

22 日 学部補導委 員 会
25 日 国 立22大学理学部長会 議 （於 ： 学士会館）
26 日 第 8 回 国 立大学理学部長会議

（於 ： 学士会館 ）
31 日 学 科主任会議

工 学 部

9 月
4 ～ 5 日 大学院工学 研究科 入学試験

6 日 学部 入学試験検討委員 会
7 日 学部概要編集委員会
10 日 学部将来計画委員会

学部教務委員会
1 1 日 教 官待遇改善検討委 員 会技官部会
12 日 教授会

工学研究科委員会
専任教授会

13 日 博 士課程設置準備委 員 会
14 日 学部図書委員会

大学院工学研究科合 格 者 発表
19 日 富 山 消 防署 立 入検査
20 日 博 士課程設置準備委 員 会
21 日 係 長連絡会
28 日 博 士課程設置準備 委 員 会

選考委員会
マ レ イ シ ア 学位認定調査団視察

10月 1 日 学部概要編集委員会
物 品定期検査

3 日 工場運営委 員 会
4 日 学部概要編集委員会

技 官待遇改善検討委員 会技官部会
4 ～ 5 日 第 14 回 国立 大学47工学系学部長会議

（於 ： 鹿 児 島 大 学 ）
5 日 学部教務委員会
9 日 学部将来計画委員会
1 1 日 教授会
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工学研究科委員会
専任教授会
博 士 課程設置準 備委員 会
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1 1 ～ 12 日 第 43 回 国 立 大学工学系事 務長会議
（於 長崎大学）

12 日 専 門教育課程移行者オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
係 長 連絡会

15 日 後学期授業開始
17 日 学科主任会議
18 日 技 官 待遇改善検討委 員 会 技官部会
24 日 学部補導委員会

教 授 会
25～ 26 日 第23 回北陸信越地区 国 立 大学工学部長会議

（於 ・ 信 州 大学 ）
29 日 共通機器運営委 員 会
羽 目 係 長 連絡会
3 1 日 温 交 会 役 員 会

教 養 部

9 月 4 日 教 務 委 員 会
5 日 人 事 教授会

教授会
19 日 富 山 消 防署 立 入検査

10 月 1 日 将 来 計 画 委 員 会
2 日 物品 定期検査
3 日 内地 ・ 在外研究員 に 関 す る 委 員 会
8 日 教 務 委 員 会
9 日 教 授 会
15 日 後学 期授業開始

夜 間 主 コ ー ス 後学期授業開始
18 日 健 康 診 断 （ 胃 検診， 肝機能検査 ）

20 ～21 日 親和会 レ ク リ エ ー シ ョ ン
（於 ・ 庄 川 ・ 薬 師 温 泉 ）

22 日 補 導 委 員 会
24 ～25 日 12大学教養部長 ・ 事務 長 連絡会議

（於 田 鹿 児 島 大学）
25 日 健 康 診 断 （心電図， 血圧， 尿 ）
31 日 将 来 計 画委 員 会

補 導 委 員 会

第32 1 号

9 月 5 日 係 長事務打合せ会
19 日 富 山 消 防署 立入検査
20 日 係 長事務打 合せ会

10 月 2 日 係 長事務打合せ会
3 日 物 品定期検査
25 日 係 長事務打合せ会

水素同位 体機能研究セ ン タ ー

9 月 17 日 人 文学部， 理学部， 教養部及び水素 同 位 体
機能研究セ ン タ ー 防 火 管理 内 規 に 基づ く 定
期 査察

19 日 富 山消 防署 立 入検査
1 0 月 1 日 自 家用 電気工作物 の 立 入検査

9 日 物 品定期検査
23 日 科 学研究費補助金調査
29 日 水 素 同位体機能研究セ ン タ ー設立記念講演

ぷ〉;p; 

地域共同 研 究 セ ン タ ー

9 月 13 日 新 潟大学関係者視察
20 日 富 山大学先端技術研修 「メ カ ト ロ コ ー ス 」

( 1 0 月 6 日 ま で ）
お 日 マ レ イ シ ア 学位認定 調 査 団 視察

10 月 4 日 鹿 児 島 県関係者視察
5 日 先端企業見学研修
6 日 先端技術研修 「メ カ ト ロ コ ー ス J 閉講
9 日 経営者 ・ 研究者交流会実行委員会

18 ～ 19 日 第 2 回 国立大学共 同 研 究 セ ン タ ー 長会議
（於 ： 熊本大学）

23 日 文 部 省 関係者視察
29 日 東 北大学関係者視察
31 日 室蘭工業大学関係者視察
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保 健 管 理 セ ン タ ー

10月
2 ～ 3 日 全 国 大学保健管理研究集会 （於 東海大学）

4 日 第 2 回 国 立大学保健管理施設協議会
（於 新潟大学）

15 日 胃 検診及び肝機能検査 （ 本 部 ， 経 済 学 部 ，
附属 図書館． 水素 同位 体機能研究 セ ン タ ー ，
保 健 管 理 セ ン タ ー の 職 員 ）

16 日 ，， （教育学部 の職員 ）
18 日 ，， （人文学部， 理学部． 教 養 部 の

職 員 ）
19 日 ，， （工学部， 地域共同研究セ ン タ ー

の 職 員 ）
22 日 循環 器検診及び尿検査 （ 本 部 ， 経 済 学 部 ，

間 属 図書館， 水 素 同 位 体機能研究 セ ン タ ー ．
保健管理セ ン タ ー の 職 員 ）

23 日 ，， （教育学部 の 職 員 ）
25 日 ，， （ 人 文学部， 理学部， 教 養 部 の

職 員 ）
お 日 ，， （工学部． 地域共同研究セ ン タ ー

の 職 員 ）
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附


